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神奈川県沿岸産海棲日甫乳類目録

中村一恵 ・山口佳秀・平田寛重・浜口哲一

Kazue NAKAMURA,Yoshihide YAMAGUCHI, Hiroshige HIRATA and 
Tetuichi HAMAGUCHI:A Preliminary List of the Marine Mammals 

Recorded from the Coast of Kanagawa Prefecture 

はじめに 目録

毎年のように日本の沿岸に漂着する鯨類は相当数に 鰭脚目 Pinnip巴dia

のぼる。漂着記録が1986年以来日本鯨類研究所によっ アシカ亙目 Otarioid回

て全国的な規模で収集されるようになり，また日本 アシカ科 Otariidae

動物園水族館協会によってもそうした記録が全国的に キタオットセイ Callorhinusursinus (LINNAEUS) 

集積され，近年，漂着海棲晴乳類に対する関心は高まっ （図 1) 

ている。 1994. 2. 27.藤沢市江ノ島海岸 F,133cm. 迷入

神奈川県の相模湾および東京湾沿岸に漂着する海棲 （朝日新聞94.6. 27付による）

H甫乳類については最近までまとめられることはなかっ 江ノ島水族館に保護されたがまもなく死亡 2月19

たが，上記のような背景のもとに本県における漂着海 日に同一個体と思われる1頭が千葉県大原沖で目撃さ

棲哨乳類についても関心がもたれ鯨類については油 れている （藤本朝海氏教示による）。新開発表では体

壷マリンパ クの山田和彦と磯貝高弘の両氏 (1992) 長127cmで、あったが，藤本朝海氏（江ノ島水族館）の

によって目録がまとめられ， 6科12種が報告された。 ご教示により上記数値に訂正した。なお，銚子以南へ

本報告では，国立科学博物館の資料目録（MIYAZ の本種の南下は12～5月の冬から春先にかけて起きて

AKI, 1986），日本鯨類研究所のストランデイング ・ いる（中村・山口， 1987）。本例もこの範囲に含まれて

レコード，日本動物園水族館協会（日和山遊園， 1991) いる。

による記録および山田・磯貝 (1992）による報告を基 アシカ Zalophuscaliforniαnus (LESSON) 

礎に，未発表の若干の記録を加えて神奈川県の相模湾 1879 （明治12年） 5.三浦市南下浦町松輪 体長約

および東京湾沿岸で記録された海棲晴乳類（鯨日およ 126cmのメス 地引網により混獲された。この個体の

び鰭脚目）を目録としてまとめた。本来ならば，外房， 彩色絵が東京国立博物館に所蔵されている（磯野， 19

東京湾，相模湾，駿河湾といった生物地理上意義のあ 92，中村，1993）。

る区割りをすべきであるが，本報告では行政上の区割 1884 （明治17年） 4. 14.横浜大英博物館頭骨標

りの枠内で記録をまとめた。東京都（伊豆諸島 ・小笠 木横浜の記録は， 1884年当時，第lの記録が示すよ

原諸島を除く）からの記録はすべて便宜上千葉の記録 うにまだニホンアシカが東京湾に生息していたので，

に含めた。 そこから約40kmしか離れていない横浜付近での捕獲

記号のMは雄，Fは雌， Uは性不明を，その後の数 も考えられる（伊藤・中村， 1994）。

値は体長を示す。記録状況のわかっているものについ 近年の記録として， 1961年3月19日， 三浦市の長沢

て，港内や河川等鯨類の本来の生息域ではない水域で から津久井にかけての海岸に本種が出現し，一度は海

記録されたものを「迷入」，生死に関わらず沿岸域で定 岸に上陸したという報告（寺島， 1961）がある。しか

地網などに入ったものを「混獲」，生死に関わらず海 しニホンアシカ（Zc jαponicus）は明治30年代まで

岸に打ち上がったものを「漂着」として区別した。頭数 は東京湾，相模湾沿岸に生息していたが，房総沿岸も

の記載のないものはすべて1頭の記録を示す。和名お 含めて明治40年頃までには絶滅したと考えられる（中

よび学名とその配列は主として今泉（1988）に準じた。 村，1993）。 三浦市からの記録を本種と同定できる根拠



は皆無で、ある。 による．イシイルカ型かリクゼンイルカ型は不明）．

アザラシ亜目 Phocoidea スナメリ Neophocα巴nαphocαenoides(CUVIER) 

アザラシ科 Phocidae 1969. 6. 15.逗子市海岸 M,80cm （骨格，国立

ゴマフアザラシ PhocαJαrghα PALLAS 科博標本一MIYAZAKI,1986) 

足柄下郡真鶴町真鶴岬番場浦 M,101.5cm. 混獲 1970. 3. 18.横須賀市観音崎沖 8～10頭（中村，

（中村・山口， 1987,Fig. 1) 観察撮影）。

鯨目 Cetacea

歯鯨亜目 Odontoceti

マイルカ手ヰ Delphinidae

マダライルカ（アラリイルカ） Stenellααtte口μαtα

(GRAY) 

1987. 10. 18.三浦市三浦海岸 F, 190cm. 迷入

（山田・磯貝， 1992,Fig.2-3.) 

1989. 4. 27.葉山町一色海岸 F（日鯨研， 1989).

カマイルカ Lαgenorhynchusobliquidens GILL 

1976. 3. 24.三浦市 M,197cm. 漂着（鴨川シー

ワールド， 1994)

1983. 5. 4.横須賀市久里浜迷入（山田・磯貝，

1992) 

1988. 5. 12. 鎌倉市七里ケ浜.F, 212cm.迷入

（日鯨研，1988).

1989. 5. 8.小田原市.M, 217cm.混獲（日和山

遊園，1991)

カズハゴンドウ PeponocephαJα electrα（GRAY)

1963. 8. 12.平塚市海岸．漂着（NAKAJIMA& 

NISHIWAKI, 1965, Fig.l) . 

1994. 6. 23.横須賀市芦名漂着，江ノ島水族館保

護（神奈川新聞94.6. 24付）

ハナゴンドウ Grαmpus griseus (CUVIER) 

1981. 11. 23.足柄下郡真鶴町 M, 244cm. 混獲

（日和山遊園， 1991). 

1992. 9. 30. 三浦市三崎城ケ島 M, 240cm.漂

着（山田・磯貝， 1992,Fig. 1 3) . 

1994. 4. 17.平塚市相模川河口．漂着（宮原恒雄氏

写真による）

コピレゴンドウ Globicephαlamαcrorhynchus

GRAY （図 2)

1970. 8. 26.横須賀市長井沖約lOkm相模湾.8頭

（中村・村岡健作観察－撮影）

ネズミイルカ手ヰ Phocoenidae

イシイルカ Phocoenoidesdαlli (TRUE) 

2 

1994. 10. 31.横浜市神奈川区宝町沖東京湾 2頭．

迷入（神奈川新聞94.11. 1付．種の同定は日鯨研

1973. 6. 27. Jll崎市川崎区扇島沖lkm.F, 71.5c皿

（骨格，国立科博標本 MIYAZAKI, 1986) 

1982. 5. 15.横浜市中区本牧 F,162.5cm （骨格，

国立科博標本 MIYAZAKI, 1986) . 

1983. 3. 30.横浜市中区錦町 F,79.7cm （頭骨・

脊椎骨，国立科博標本 MIYAZAKI, 1986) . 

1985. 11. 26.横須賀市久里浜港．迷入（山田－磯

貝， 1992). 

1987. 5. 31.横須賀市横須賀港迷入（山田・磯貝，

1992) 

1988. 12. 14.藤沢市鵠沼海岸1丁目沖約150mへ
リコプタ から目撃，撮影（新井一政氏）

アカボウクジラ干ヰ Ziphiida巴

ツチクジラ Beradiusbαirdii STEJNEG ER 

1987. 7. 24. 三浦市諸磯 4~買 うち2頭の体長， F,

1050cm, U, 830cm. 漂着（日鯨研， 1988：，山田・磯

貝， 1992,Fig. 2-4) . 

イチョウハクジラ λ1esoplodonginkgodens NISH 

IW AKI & KAMIYA 

1957. 9. 22.大磯海岸 U，約500cm.漂着

(NISHIWAKI & KAMIYA, 1958, Fig. 1) タイ

プ標本（国立科博標本 MIYAZAKI, 1986) 

1968. 8. 23.鎌倉市材木座海岸漂着（NISHIWA

KI etαl., 1972) 

〔参考記録〕

1991. 3. 23.三浦市三崎町小網代.F, 487cm. 漂

着（日鯨研，1991；山田 ・磯貝， 1992,Fig. 2 5) 

アカボ、ウクジラ ZiphiusCαuirostris CUVIER 

1958. 1. 28.三浦市三崎 M.漂着（石川氏による）．

1963. 3. 12.藤沢市辻堂 3頭。（石川氏による）

1963. 5. 16.横須賀市横須賀港迷入（石川氏によ

る）

1963. 9. 22.平塚市.M. （石川氏による）

1979. 11. 7.小田原市国府津～早川海岸 13頭．漂

着（石川氏による）

1981. 7. 7.茅ケ崎市 M,550cm （頭骨，国立科

博標本一MIYAZAKI,1986) 

1985. 3. 26.小田原市 F,550cm （頭骨，園立科博



表1.池査標本とイチョウハクジラM ginkgodensの外部計測値比較I)

部 位
大磯標本 鎌倉標本 伊東標本 焼津標本2) 油資標本
1957. 9♂ 1968.8♂ 1971.7♂ 1989.9♀ 1991.3♀ 

体長 472.0 100% 470.0 100% 477.0 100% 478.0 100% 487.0 100% 

頭部最大幅 43.0 9.1 44.3 9.2 

上下吻端差 2.5 0.5 1.0 0.2 1.3 0.3 2.5 0.5 

下顎先端より目の中心まで 51.0 10.8 51.0 10.9 57 4 12.0 54.4 11.4 63.0 12.9 

下顎先端より呼吸孔まで 49.0 10.0 48.0 10.2 53.8 11.3 52.4 11.0 52.8 10.8 

胸鰭、肢の下から先端まで 33.0 7.0 32.0 6.8 41.2 8.6 34.6 7.2 42.0 8.6 

胸鰭、前の付根から先端まで 51.0 10.8 50.0 10.6 54.0 11.3 50.3 10.5 50.5 10.3 

尾鰭、拡がりの幅 112.0 23.7 119.0 24.9 112.1 23.5 124.0 25.5 

尾鰭外縁中央より背鰭先端まで 158.0 33.1 166.8 34.9 

尾鰭外縁中央より虹門まで 139.0 29.1 127.6 26.7 

1）中島 (1990）による。

2）焼津標本は写真に基づく算定値（中島，1990)

表2.隣接県と比較された鰭脚類記録状況

科名 種名－学名 千葉神奈川静岡

アシカ キタオットセイ Cαllorhinus ursi九us ＋＋＋  

アシカ Zalophus cαliforγii anus +11 + (+)21 

トド Eumetopias jubatus +') 

アザラシ ワモンアザラシ Phocαhispidα ＋ 

＋ ゴマフアザ、ラシ PhocαJαrghα ＋ 

アゴヒゲアザラシ Erignαthus bαrbαtus 

十

＋ 

4 3 5 

1 ）伊藤 (1994）による 2）中村(1993）により推定. 3）忍田（1980）による

標本 MlYAZAKl, 1986) 

1987. 10. 19.鎌倉市坂ノ下海岸.F, 440cm，漂

着（日鯨研， 1988：，日和山遊園， 1991)

1988. 5. 6.平塚市漂着（日鯨研， 1988：，日和山

遊園， 1991)

1989. 2. 21. 中郡二宮町前川海岸 F,580cm （日

鯨研，1989；日和山遊園， 1991)。

マッコウクジラ手ヰ Physet巴ridae

コマツコウ Kogiαbreviceps(de BLAJNVJLLE) 

1963. 8. 17.大磯町。 F 漂着（石川氏による）

1967. 4. 13.平塚市.M.漂着（石川氏による）．

1978. 8. 25.三浦市三浦海岸親子2頭 ad.F, 

130cm.迷入．幼獣は液浸標本としてマリンパーク水

族館に保管（日鯨研， 1991；山田・磯貝， 1992).

1991. 4. 24.逗子市小坪.F, 245cm.漂着 国立

科学博物館保管（日鯨研， 1991). 

マッコウクジラ Physetercαtodon LINNAEUS 

（図3)

1959.藤沢市江ノ島約500cm.（頭骨，国立科博標

本 MlYAZAKI,1986) 

1991. 1. 20.横浜市中区本牧 M, 1160cm. 漂着

（日鯨研， 1991).

3 



表3.隣接県と比較された鯨類記録状況

科名 種名－学名 千葉神奈川静岡

マイルカ シワノ、イルカ Steno bredαnensis ＋ 

マダライルカ Stenellααttenuαtα ＋ ＋ ＋ 

スジイルカ Ste九ellαcoeruleoαlbα 十 十

マイルカ Delphinus delphis ＋ 十

ノ〈ンドウイルカ Tursiopus trunctus ＋ ＋ 

セミイルカ Lissodelphis boreαlis +'1 
サラワクイルカ Lαgenodelphis hosei ＋ 

カマイルカ Lαgenorhynchus obliquidens + 十 ＋ 

カズハゴンドウ PeponocephαJα electrα ＋ 十

オキゴンドウ Pseudo reαerαsssidens ＋ ＋ 

シャチ Orcinus oreα ＋ ＋ 

ノ、ナゴンドウ Grampus gnseus 十 ＋ ＋ 

コビレコマンドウ Globicephalαmαcrorhynchus + ＋ ＋ 

ユメゴンドウ Fe resααttenuαtα +') 
ネス、ミイルカ ネズミイルカ Phocoenαphocoenα ＋ 

イシイルカ Phocoenoid巴sdalli 十 +'I 
スナメリ Neophocαenαphocαenoides 十 ＋ ＋ 

マツコウ コマツコウ Kogiαbrevipes ＋ ＋ ＋ 

マッコウクジラ Physeter cαto don ＋ ＋ 十

アカボウクジラ ツチクジラ Berαrdius bαirdii 十

ハッブスオウギノ、クジラ Mesoplodoncαrlhubbsi 十

コフソ、クジラ Mesoplodon densirostris +• I 
イチョウハクジラ Mesoplodon ginkgodens ＋ ＋ ＋ 

オウギ、ハクジラ Mesoplodon stejnegen ＋ 

アカボ、ウクジラ Ziphius Cαvirostris ＋ ＋ ＋ 

コククジラ コククジラ Eschγichtius robustus ＋ 

ナガスクジラ コイワシクジラ BαJαenopteraαcutorostrαtα ＋ ＋ ＋ 

ザトウクジラ Megα:pterαπOUαεαngliαe ＋ ＋ 

セミクジラ セミクジラ BαJαenαglαciαlis ＋ 

19 15 23 

1）読売新聞 (1993.5. 13付）による 2) NISHIWAKI et al., 1965による 3）鳥居（1989）による

4）笠松 ・宮下(1991)による

全身骨格標本を県教育庁博物館開設準備室で収集・ αcutorostrαtαLACEPEDE 

保管 1986. 4. 22.三浦市小網代 F,350cm. 混獲（山

1994. 4. 14.横須賀市長井町荒崎海岸 M. 1000 田 ・磯貝， 1992,Fig. 2-6) 

cm 漂着（石川氏による） 1987. 4. 16.三浦市金田湾 F,450crn.迷入（日

髭鯨亙自 Mystic巴ti 鯨研， 1988; 山田－磯貝， 1992)

ナガスクジラ科 Balaenopteridae ザトウクジラ Megα:pterαnovα叩 ngliae(BOROWー

コイワシクジラ（ミンククジラ） BαJαenopterα SKI) 

4 



1991. 6. 26. 横須賀市長井 M, 570cm. 漂着

（日鯨研， 1992：，山田・磯貝， 1992,Fig. 2-1) 6 

12に定地網で混獲された （石川氏による）

宮崎ら（MIYAZAKIet al., 1987）によれば，日本

沿岸においても日本海中部および房総以北の北日本に

漂着記録は集中している。

コククジラ科 Eschrichtiidae

コククジラ Eschrichtiusrobustus (LILLJEBORG) 

1990. 1. 25.小田原市国府津 800cm.漂着（日鯨

研， 1990，笠松・宮下， 1991,p. 55写真）。全身骨

格標本を県教育庁博物館開設準備室で収集・保存

イチョウハクジラの体色は，西脇 (1965）では，ミッ

ドナイト色（青黒灰色）， WATSON (1981）では「d巴

ep marine blue」と書かれているがl 油壷標本もこ

れら記載体色に酷似していた。不定形の白斑が体全体

に散在し，白斑はとくに腹側体後半部に顕著であり，

その分布状態（図5）は伊東標本（NJSHIWAKlet 

油壷に漂着したメソプロドンについて αl. , 1972, pl. 1, Fig. 2.）に酷似している。また，

1991年3月23日，三浦市油壷小網代湾の岩礁海岸に 泊壷標本の外部計測値（表3）のプロポ ションはイ

メソプロドン雌l頭が湾内を漂っているうちに岩場に チョウハクジラにかなり近似している。

ストランデイングし，死亡した（図4）。油壷マリン 以上のような観点から，油壷標本の特徴は，山田

パ クの山田和彦氏と筆者の一人，中村が現地で調査 磯貝 (1991）が指摘したように，イチョウハクジラ

に当たった（以下，油壷標本と呼ぶ）。諸般の事情で M. gingkodensに最も近いと言えよう。

標本の採集はできなかったが，各部の写真撮影のほか？

山田氏によって外部の計測がなされた。 相模湾近海の海棲晴乳類相について

この個体については後日，山田・磯貝 (1992）によ 神奈川県の相模湾および東京湾沿岸で記録された海

りイチョウハクジラ（M.ginkgodens）に最も近い 棲楠乳類の記録を千葉県と静岡県との比較で表1～2に

種と報告された。しかし油壷標本の特徴に関する詳述 示す。千葉および静岡からの記録は主としてMIYAZAKI

は山田・磯只 (1992）にはないのでここに参考資料と (1986）および鴨川シーワ ルド (1992）による。

して記録しておきたい。 鰭脚類のうちアシカ科については，アシカを除いて

オウギハクジラ属（Mesoplodon）では歯の形態 すべて寒流系種で，稀な南下例である。アザラシ科に

と位置が種によってきわめて特徴的で，種の同定の際 ついても伺様であり，本州以南で記録される3種はい

の有力な根拠となる。しかしながら，そうした特徴は ずれも氷上繁殖種の迷入種（NAITO,1976）であり，

成熟した雄に限られ，雌や未成熟個体については有効 北海道に繁殖する陸岸繁殖型のセ、ニガタアザラシPho

ではない。油壷標本はその体長から雌の成熟個体と推 cα vitulinαの南下例はない （表1）。

定される c 千葉・神奈川・静岡の沿岸域で記録された鯨類は7

日本近海からこれまで報告された種は，イチョウハ 科29種で，このうちイルカ類は2科17稜である（表2）。

クジラ M.ginkgodens，オウギハクジラ M ste川一 粕谷（1990）によれば，イルカ類については，発見位

egeri，ハツブスオウギハクジラ M carlhubbsi，コ 置とそこでの表面水温に相関があって複雑で、ある。記

ブハクジラ λIf.densirostrisの4種で、ある。 録された種のうち，イシイルカ，ネズミイルカ，セミ

コブハクジラでは下顎の背縁がアーチ状に著しく隆 イルカ，シャチの4種は一般に19度以下の水温域に分

起し，この特徴は雌にも現われる。油壷標本の下顎の 布し，ハナゴンドウ？オキゴンドウ，ハンドウイルカ，

背縁もア チ状であるが，コブハクジラほどではない スジイルカ，マダライルカ，サラワクイルカの6種は

（図5）。 18度以上の水域に生息している。カマイルカ，コピレ

ハツブスオウギハクジラの成熟した雄では，上下顎 ゴンドウ，スナメリの3種は水温範囲が広いのが特徴

の基部に白い斑があるのが特徴である （WATSON, である。

1981）。しかし雌にもこのような斑があるのかどうか このうちコビレゴンドウについては背鰭後方の白斑

はわかっていないようであり，油壷標本に関しては同 が目立たないタイプと，それが明瞭なタイプの2型が

定材料とするには有効ではない。 ある。前者は漁業者の問でマゴンドウあるいはナイサ

オウギハクジラの雌との区)jljはさらに難しいようで ゴドウ，後者はタッパナガあるいはシオゴドウと呼ば

ある。ただ，この種は， WATSON(1981）によれば， れて区別されていた。相模湾で観察されたのは前者の

太平洋の北緯40度から60度の範囲に分布する種であり 1 マゴンドウ型（図2）であり，タッパナガ（シオゴド
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ウ）より暖水域に分布する型である。 (12）：。 73-87

スナメリの水温範囲は広いが，本種は温 ・熱帯性の 伊藤徹魯， 1994.ニホンアシカの復元にむけて（7)

イルカである（粕谷＇ 1990）。ユメコンドウやカズハ 古文献の 「あしか」の同定．海洋と生物， 16:

ゴンドウも熱帯から亜熱帯にかけて分布する種であり 215-224 

（笠松・宮下， 1991），オウギハクジラ類についても， 伊藤徹魯・中村一恵， 1994.ニホンアシカの復元にむ

オウギハクジラ Mstej凡egeriを除く3種は，その水 けて（9）.ニホンアシカの分布復元海洋と

温範囲から温・熱帯性の穫と考えられている（WATSON, 生物， 16・373-393
1981）。 鴨川シーワール ド，1992.海獣類の漂着記録鴨川シ

以上のような観点から，イシイルカのような寒流系 ーワールド報告l，業績集， pp.347-349. 

穫の若干の波及はあるものの，東京湾から相模湾・駿 笠松不二男・宮下富夫， 1991.鯨とイルカのフィ ル

河湾にかけての水域には全体としては温 ・熱帯系種が ドガイド東京大学出版会

卓越すると見てよいと思われる。 粕谷俊雄， 1990.歯鯨類の生活史宮崎信之 －粕谷俊

雄編「海の崎乳類ーその過去－現在未来一

まとめ pp. 80 127.サイエンテイスト社

1. 1950年代から1994年現在までに神奈川県の東京湾 MIYAZAKI, N. 198 6 Catalogue of Mann巴

および相模湾沿岸から記録された海棲晴乳類は，鰭脚 Mammal Sp巴cimens.National Science 

類2科3種，鯨類は7科15種である。鯨類については山 Museum, Tokyo. 

回・磯貝 (1992）の目録にコピレゴンドウ，カズハゴ MIYAZAKI, N. , I. NAKAMURA, S. TANABE 

ンドウ，イシイルカの3穫が追加された。 & R. TATSUKAWA, 1987. A Stranding 

2スナメリとアカボウクジラの記録が最も多く得られ of Mesoplodon stejnegeri in the Maiz-

た。隣接県の記録と比較して，鯨類のうちとくにイル uru Bay, Sea of Japan. Sci. Rep 

カ類に数種の今後の追加があるものと考えられる。 Whales Res. Inst. , (38): 91-105 
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隆，鈴木真哉，宮原恒雄，村岡健作，山田和彦の各氏

のご協力をいただいた。文献収集にあたり日本鯨類研
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文献

NAITO,Y. 1976. The Occurrence of the Phocid 

Seals along the Coast of Japan and 

Possible Dispersal of Pups. Sci. Rep. 

Whales Res. Inst. , (28): 175-185 

中島将行， 1984.メソプロドン，海に漂う 鯨研通信，

(356): 94-100 

中島将行， 1990.焼津の定地網に入ったメソプロドン

鯨研通信， （379):1-4. 

NAKAJIMA, M. & M.NISHIWAKI, 1965. The Fi-

rst Occurrence of a Porpo1se(Electrα 

electrα） in Japan. Sci. Rep. Whαles 

Res. Inst., (19): 91-104, 7 pls. 

中村一恵， 1993.三浦半島に生息していたニホンアシ

カについて．神奈川県立博物館研究報告（自

然科学） ' (22): 81-89. 

中村一恵・ 山口佳秀， 1987.真鶴岬で捕獲されたゴマ

日和山遊園編， 1991.海産晴乳類の漂着について 日 フアザラシについて．神奈川自然誌資料，（8)

本動物園水族館協会水族館技術者研究会海獣 77-80. 

部会宿題調査1990年度日和山遊園 西脇昌治， 1965.鯨類 ・鰭脚類東京大学出版会

今泉吉奥， 1988.世界崎乳類和名辞典平凡社 NISHIWAKI, M. & T. KAMIYA, 1958. A Beak巴d

磯野直秀， 1992.東京国立博物館蔵『博物館図譜jに Whale Mesoplodon Stranded at Oiso 

ついて慶応義塾大学日吉紀要自然科学， Beach, Japan. Sci. Rep. Whαle Res 

6 



Inst. , ( 13）。：53-83, 17 pls. 

NISHJWAKI, M. & T. KASUYA, T. KAMIYA, 

T.TODAYAMA & M.NAKAJIMA, 1965 

Fe resαA tteηαtαCaptured at the Pacifi 

c Coast of Japan in 1963 Sci. Rep 

Whαle Res. Inst. , (16): 65-90, 10 pls 

NISHIWAKI M. T. KASUYA K. KUREHA & 

N. OGURO 1972. Further Comments on 

Mesoplodon gi九kgodens.Sci. Rep 

WhαLes Res. Inst., (24): 43 56, 10 pls 

日本鯨類研究所， 1988a.ストランデイング・レコ

ド9鯨研通信，（372):7 

日本鯨類研究所， 1988b.ストランデイング・レコ

ド11.鯨研通信＇ (374): 44 

日本鯨類研究所， 1989.ストランデイング・レコード

13.鯨研通信，（376):7 10. 

日本鯨類研究所， 1990.ストランデイング・レコ ド

」巴 d圃盛時毒了

15.鯨研通信，（379) 8 10. 

日本鯨類研究所， 1991.ストランデイング・レコ ド

17.鯨研通信，（381) 1718. 

日本鯨類研究所， 1992.スト ランデイング ・レコ ード

18.鯨研通信，（382):14. 

忍田 中， 1980.伊豆の博物誌（ 2）関東図書株式会社

寺島浩一，1961.アシカが訪れました 自然のたより，

(24):3.三浦半島自然保護の会

鳥居春巳， 1989.静岡県の崎乳類第一法規

WATSON, L. 1981. 8巴aGuide to Whals of the 

World. E. P. Duntton, New York 

山田和彦・磯貝高弘， 1992.三浦半島周辺における鯨

類のストランデイングレコ ド京急油壷マ

リンパ ク年報，（16）：。 2428 

（中村一恵山口佳秀神奈川県立博物館；平田寛重

市立伊勢原小学校；浜口哲一平塚市博物館）

一岨凶4
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図2 コピレゴンドウ（マゴンドウ型） GlobicephαJαmαcrorhynchusの群れ相模湾（撮影村岡健作）

図3 績浜港に漂着したマッコウクジラ Physetercαtodon （撮影松島義章）

8 



図4 三浦半島油壷に漂着したオウギハクジラ 1種 Mesoplodoncf. gingkodens （撮影 中村）

図5.同上、頭部 （撮影中村）



神奈川自然誌資料 (16) 11～12, Dec. 1994 

大磯町照ケ崎海岸へのコアホウドリの漂着

浜 口 哲

Tetuichi HAMAGUCHI ・ Laysan Albatross Diomediα 
immutαbilis Washed Ashore at Terugasaki, Oiso, 

Kanagawa Prefecture 

はじめに 胃内容物の観察

筆者は， 1990年7月に平塚市唐ケ原海岸に漂着した 死体を計測，撮影後，解剖を行い，消化管の内容物

コアホウドリ Diomediαimmutαbilisについて報 の観察を行った。胃の部分からは，固形物として相当

告したことがあるが（浜口， 1994），その後，大磯町 数の魚の骨，2～3個体分のイカ類の口器が検出され

の海岸に漂着した同種の標本を観察する機会を得たの た。また，その他に三角形のプラスチック片 l備が検

で，その結果を報告する。なお，この記録は，神奈川 出された。このプラスチック片は， l片7～Smm，厚

県の陸域としては4例目になるものである（日本野鳥 さlmm程度の三角形であった。

の会神奈川支部， 1992）。 長谷川 (1990）によれば，アホウドリの雛の吐きだ

報告にあたり，発見者の関口圭君とそのご家族，ま した胃内容物にしばしばプラスチック類が見つかると

た解剖を手伝って頂いた青木雄司氏にお礼申し上げる。 いう。本報の観察も，こうした異物がアホウドリ類の

体内に取り込まれていることの l例となるものである。

発見の状況

コアホウドリが発見されたのは， 1994年5月5日で，

大磯町照ケ崎海岸の砂浜に漂着していた。発見者は大

磯町立大磯小学校の関口圭君であった。死体は関口君

とご家族によって平塚市博物館に運ばれ，筆者に託さ

れた。

観察と計測

死体はやや腐臭を発し，死後数日の時間が経ってい

ると思われた。 下腹部には広範囲に油が付着し羽毛が

黒く汚れていた。

体の色彩は，目先，翼上面，翼下面の縁， 尾の後半

が黒褐色で，その他の部分は白かった。瞬は淡い肉色

で下鴨の方がやや濃色で，上下とも先端部が黒ずんで

いた。脚も肉色であった。初列風切に左右各l本の換

羽中の羽が認められた。

計測値は，翼長504mm,時者峰117mm，附臣官邸mm,

尾長151mmで、あった。

なお，本個体は剥製にするには不適当な状態であっ

たので，骨格または羽毛標本として平塚市博物館に保

存される予定である。

図l コアホウドリの全形
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”‘ 
図2.コホウドリの頭部 図3 検出された胃内容物の一部（S:イカの口器，

P: プラスチック片，他は魚の骨）

今回の例では，特に消化管に詰まっている状態は見ら BINDS, (1): 69-70.日本野鳥の会神奈川支

れず，直接の死因であった可能性はないが，その生理 部．

的影響が懸念される。 長谷川博， 1990.渡り鳥地球をゆく 202pp.岩波ジユ

腸の部分の内容物はすべてベースト状で，固形物は ニア新書

検出されなかった。 日本野鳥の会神奈川支部， 1992.神奈川の鳥198691. 

440pp. 

文献 （平塚市博物館）

浜口哲一，1994.平塚海岸へのコアホウドリの漂着
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神奈川自然誌資料 (16) 13～15, D巴c.1994 

相模湾で採集されたシサンゴカクレ工ビ

奥 野淳見

Junji OKU.t¥O: Record of a Pontoniine Shnmp, 
Palαemonellαrotumαnα （BORRADAILE, 1898) 
from Sagami Bay, Central Japan 

Summary 奈港，水深 1m, 1992年 8月17日，奥野淳児採集。

A free-living pontoniine shrimp, PαJαemoπー 備考． 一 供試標本の標徴ならびに計数形質は以下

ellα rotumαnα （BORRADAILE, 1898) is r巴cor の通りである 額角上縁歯数7（うち後方の 1歯は頭

ded based on the single sp巴cimencollected fr 胸甲胃上）(Fig. 2a) ，額角下縁歯数2(Fig. 2a) . 

om Kawana Harbor, the巴asterncoast of Izu 額角長は頭胸甲長に等しい，股上線を欠くが，痕跡的

Peninsula, Sagami Bay, Japan. This specimen な服上小突起がある（Fig.2a），触角鱗の外縁末端

reveals that the first record of P. rotumαπα 糠は著しく薄板を越す第l触角柄部外鞭は二叉する，

from Honshu, mainland of Japan and the ra 大顎には2節に分かれた触髭がある（Fig.2b) ，第

nge extention of its distribution to Sagami 2歩脚長節の末端直前の下縁によく発達した l糠を備

Bay. える （Fig 2c) ，同脚腕節の末端上縁に顕著なl車車

はじめに

テナガエビ科カクレエピ亜科のシサンゴカクレエピ

Pαlαemonellαrot um a凡αは， BORRADAILE( 18 

98）によりフィジ 諸島ロ トゥマナ島産の標本に基つな

いて記載され，その後インド・太平洋各地から報告の

ある，同地域では普通にみられる浅海性のエピである

(BRUCE, 1970; 1975）。本種はj朝間帯から潮下帯ま

での岩礁 サンゴ礁で自由生活をする種で，わが国に

おける本稜の記録は琉球列島からのみであったが （亀

｜崎ら， 1988），伊豆半島におけるエビ類相調査中に伊

東市川奈港から本種がl個体採集された。本個体は本

種の本州初記録であると同時に新北限記録となるため，

以下に報告する。なお，供試標本は国立科学博物館甲

殻類資料 （NSMT-Cr）と して登録・保管されている。

また，文中の CLは頭胸甲長を表す。

種の記録

シサンゴカクレエピ

Palαemonellαrotumαnα （BORRADAILE, 1898) 

(Figs 1 2) 

供試標本．一 雌1個体 （NSMT-Cr1720, 4. 3mm 

CL), 34・57.1’N,139・08.3’E，静岡県伊東市川

を有する（Fig.2c）。

上記の形質は BORRADAILE( 1898）による本種

の原記載 （Periclimenesrotumα凡usとして），KE 

MP (1922）の記載と図 （PalαemonellαvestigiαIi

sとして）および CHACE& BRUCE ( 1993）の記

載に一致する。また，生時の体色は一様に透明で，体

表面に顕著な模様はなく，第2歩脚の指節には緑褐色

の横帯を有することで（Fig.1), BRUCE (1975) 

による本種の体色に関する記載に一致する。

本種の分布の中心、は熱帯域であり，従来インド洋西

部（アフリカ東部沿岸），紅海からハワイまでのイン

ド・太平洋，ならびに地中海東部から知られている

(BRUCE, 1970）。なお，本報告によって本種の分布

は相模湾まで拡張された。

インド・西太平洋熱帯ならびに亜熱帯産カクレエピ

類の普通種はその多くが伊豆半島にも多産する

(SUZUKI & HAYASHI, 1977：，毎原・鈴木， 1993,

奥野， 1993）。本報告で調査された標本は 1個体のみ

だが，シサンゴカクレエピも今後の調査によ り相模湾

や駿河湾から多数の追加標本が得られる可能性は高い。

なお，この度の標本は夜間，川奈港内の防波堤上から

壁面を柄の長ドタモ綱でしごいていたi僚に採集された

ものである。
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ず

Fig. 1. シサンゴカクレエビ Palαemonellαrotumαnα （BORRADAILE,1898) 

／ 

ac 
2 mm 

b 
m
 
m
 

Fig. 2. シサンゴカクレエピ Palαemonellαrotumαnα (BORRADAILE, 1898). a，頭胸甲と額角， b,

大顎； c，第2歩脚．
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シサンゴカクレエビの外観は同様に伊豆半島にも分

布する自由生活型カクレエピの1種，テナガカクレエ

ピ Periclirγienesgrαndis (STIMPSON, 1860）に

酷似する。前者は大顎に触髭があること，および鋭い

限上赫を欠くことで後者とは容易に識別されるが，こ

れらの特徴は顕微鏡を用いなければ確認できないため，

野外において両種を識別することは困難である。

謝辞

標本の採集に協力して下さったサンシャイン国際水

族館の八木仁志学芸員，ならびに投稿の機会を与えて

下さった神奈川県立博物館の瀬能宏博士に対し，記し

て謝意を表する。
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神奈川｜自然誌資料 (16) 17～28, Dec. 1994 

瀧庸著（昭和八年四月：1933）横漬附近の軟種動物目録その 1

堀越増興・板橋義美編

Republication of “List of Molluscs 
Collected from Yokohama and Its Environs” 
Compiled by the Late Dr. Isao TAKI in 1933 Part 1 
Edited by Masuoki HORIKOSHI and Yoshimi ITABASHI 

編者緒言

本目録は原著者（瀧庸）の“はしがき”によれば，

昭和8年（ 1 9 3 3）に横浜で、の日本貝類学会第2回

貝類採集会（註！）に当り，当時横浜在住の著者の知見

に坪田 ・宮代両氏の採集品を加え，また内外の文献を

渉猟して，纏められたものである。現在では横浜地区

には自然海岸は全く存在せず，コンクリー卜護岸となっ

て，貝類相も一変した。そこで本目録は過去の貝類相

を知り得る貴重な文献となり，松島義章博士のお勧め

により再刊することになった。

本目録の原本は謄写印刷で， “はしがき”は日本文

で書かれたが，目録部分の亜日，科，種の和名はすべ

てローマ字（日本式）である。今回の再刊では読者の

便宜を計るため，且つ瀧先生の御希望（はしがき参照）

にも従って，日本文字に書き改め，産地名のみローマ

字とした。

本目録は仮に作製されたもので，活字本として出版

されたことは無かったが，瀧先生の手元に先生ご白身

が，後に書き込まれたものがあり，先生御生前に編者

の一人（堀越）が拝借して筆写したものを，元として

いる。瀧先生の書き込みには牢印を付しであるが，堀

越が筆写当時に補ったものはT印を付した。原本には

とう云う訳か，亜日名 ・科名がローマ字書きで書かれ

て居らず空白になっているものが多数あり，また，昭

和8年当時には和名がなかったものもあるので，今回

すべて補うこととした（〈〉印）。亜日名（科名も）

については，先生ご自身の著書， “瀧庸(1933）腹足

類緋偲類 113pp., 59 text fi'gs，岩波講座生物学

〔動物学〕（増訂版第 19回配本3)＇岩波書 店，東京”

によった。今回の追補中で分類学上問題のある点は，

堀越が“註”として補った。また明らかに書き違いと

思－われる個所は無印で訂正した。

本目録再刊の機会を与えられた 神奈川県立博物館

松島義章博士に感謝する次第である。

はしがき

横演や長崎或は函館等の様に夙に海外との交通が開

けてゐた地方では，その地方の動物は通商に，外交に，

或は観察旅行の矯めに渡来した人々，又は撃者，或は

色々の外閣の探検船等によって採集され，早くから発

表されてゐた。

その内でも軟耀動物，特に貝類は美麗なのと保存に

便利な矯めか，外人の注意を引き，採集され，記載さ

れたものも多数に上ってゐる。横演に来航した探検船

としては， Magenta競（伊太平IJ)Challenger競（英闘）

があり，浦賀，館山には Actaeon競（英園）等が寄

航して多数の軟骨豊動物を採集し，又個人的には DON

ITZ, Von MARTENS, REIN, DUNKER （註＇）， LI

SCHKE （註＇），日 ILGENDORF,STEARNS等によっ

て横演附近の貝類が多数に採集されてゐる。探検船の

採集品は何れも立派な報告書となって出版されてゐる

が，又個人の採集にかかるものもそれぞれ出版されて

ゐる。即ちVonMARTENSの採集品は自ら18611877 

年頃に独逸の雑誌に数同に亘り，其の結果を後表し，

REINの採集品は KOBELT(1876）により ，DUNKER

(1882）及び LISCHKE(1867-1874）は自らにより美麗

な貝類圏諸となって著れてゐる。 STEARNSの採集品

は PILSBRY(1895）によってまとめられ，日本産軟

骨豊動物線、目録となって出版されてゐる。其の他にも横

j賓附近の軟骨豊動物について採集し，研究し，後表した

外人は多々ある。前掲の如く横演の名を負へる貝類の

筆名は:i(fiに6つ数へることが出来る。これを見ても横

演附近の貝類が早くから各園の人々によって紹介され

てゐることがわかる。又，有名な採集家 AlanWAT 

SONが1877年より 1915年まで横演に在住してゐたこと

を忘れてはならぬことである。
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今これ等の報告を通覧するに，その線、！てをそのまま * Cyrene yokohαmens is SOWERBY. REEVE Co 

是認することは出来ない。 一例を奉げれば LISCHKE nch. Icon., 1875, Cyr巴nep 1.12, sp. 55 

の示す産地の Yedoは江戸でなく，賓に蝦夷である Yokohama 

様な間違ひが所々に見受けられるのである。然し，先 6. Anαtiπα＊ (Rαetα） yoたohαmensisPILSBRY 

人の残したこれ等の業蹟を基礎として，一方には之を * 7. Hemiphaedusα（Megalophaedusα） 
検討し，その誤を正すと共に，他方に於ては，新たに yokohαmensis ( CROSSE ) = H. mαrtensi 

調査してその飲陥を補って嘗地方の軟耀動物相を明に (HERKLOTS) Yokohama (CROSSE) 

することは，我々後進者に遺された一つの仕事である。 * Clαusiliαyokohαmensis CROSSE. Journal 

愛に歴史的に意義を有する横演に第2同貝類採集曾 de Conchyliologi巴 1873.p.133 

を催すに首り参曾者の便宜の矯めに既知の種類を輯録 *REEVE Conch. Icon. vol.20 Clausilia 

した。これは，その全部を網羅したものではない。且 Pl. 9, f. 82 Yokohama 1875 

っその筆名も今日改l衰を要するものが多々あるが，そ * 8. Paludinellαjαpoπicαyokohαmens is 

れ等の匡正は今後更に採集曾の同数を重ねるに従って THIELE 1927 

行れることと思ふ。

本筋には横漬産のみならず，東京或は横須賀，浦賀 文献

の産地も編入して首地方一帯の分布相を明にすること DUNKER(1861): Mollusca Japonica, descripta 

を力めた。猶，嘗地方産としては考慮を要する種類に 巴ttabulis iconum illustrata. 

は，その準名に括弧〔 〕を以て示し，横演地方の方 DUNKER(1882): Index Moll uscorum maris 

言は和名の次に括弧“ ”を附して記入し，産地には Japonica 

採集者，或は報告者の名を記入して，その責任を明ら LISCHKE ( 18 69-18 7 4) Japanische M巴巴res

かにした。その内 TUBOTAは坪田元福氏，MIYAS! Conchylien, 3 Bd 

ROは宮代周輔氏で、雨氏は大正15年(1926）に行った神 KOBELT(1877): Fauna Molluscorum巴xtra

奈川勝産軟健動物調査の折の報告により， !WAKA m且rinorum J aponiae. 

WAは岩川友太郎氏で日本産貝類標本目録(1919) （大 PILSBRY ( 1875）・ Catalogu巴 of the Manne 

正8年出版）に基くものである。この度は軟健動物中， Mollusks of Japan 

頭足類を省いたが今後この方面も加へて行きたい。又， Challenger Reports: Gastropoda and 

印刷の不鮮明は誠に遺憾とする所で申誇ない次第であ Scaphopoda, vol.15, WATSON; Pel巴cypoda

る。今後印刷の明瞭を計ると共に全程をローマ字にし vol.12, E. A. SMITH 

ない希望をもってゐる。

昭和八年四月

Zoologia del Viaggio Intorno al G lo bo 

della Regia Fr巴gataMagenta durant巴 gh

瀧庸 Anni 1865 1868 

横漬の名を負へる員類

1. Cαπthαridus * ( Thalotiα） yokohαmens is 

BOCK 

2. Melαniα＊（Melαnoides) yokohαmens is 

HARTMAN 

3. Dentαlium* (Dentαlium) yokohαmens is 

WATSON 

4. Inuersidens jokohαmensis JHERING 

[=I. Jαpα見E月sisLEA ] 

5. Corbiculαyokohαmensis SOWERBY 

[= CorbiculαleαηαPRIMEつ］

18 

* WATSON ( 1886): Report on Scaphopoda and 

Gastropoda collected by H.M.S.Challenger 

during th日 year1873 1876. The Vogage of 

H.M.S.Chall巴nger,Zoology, vol.15 

*SMITH 

*Challenger: 1875年 Jun巴17, Station 237 Lat 

34" 37’N Long.140" 32' E. off Yedo, 1875 

fathoms Blue mud. Bottom temperature 

35.3° F. Pleurotorηαsp.ヲ採集シタ 註3



Phylum Mollusca 軟体動物門

Classis Amphineura 双神経綱

t Ordo Lepidopleurida さめはだひざらカfい目

t Familia Lepidopleuridae 

サメハダヒザラガイ科

* Lepidopleurus hαkodαtensis THIELE 
〈キタサメハダヒザラガイ〉

Yokohama(THIELE) 

Ordo Loricata ひさらカfい目

Subordo Ischnochitonina うすひざらがい並目

Familia Ischnochitonidae ウスヒザラガイ科

Jschnochiton thααηumii DALL 

ホソウスヒザラガイ（TAK!)

Jschnochiton melinus DALL 

マメウスヒザラガイ （LANGFORD)

Lepidozonαcoreαnicα（REEVE) 

ヤスリヒザラガイ（TAKJ)

Subordo Acanthochitomna 

けはだひざらがい亜日

Familia Acanthochitonidae 

ケハダヒザラガイ科

Acanthochiton d巴fihppu

TAPPARONE CANEFRI ケハダヒザラガイ

Yokohama （“Magenta”） 

*Acαnthochiton rubrolineαtαLISCHKE 

ヒメケハダヒザラガイ Yokohama (TAKJ) 

Classis Gastropoda 腹足綱

Subclassis Prosobranchia 前鯨亜綱

Ordo Archaeogastropoda 原始腹足目

Subordo Zeugobrach1a 双鯨亜日

Familia Haliotidae ミミガイ科

〔Hαliotis gigαnteαGMELIN アワビ〕

Yokohama Itiba 

〔HaliotisJαpo凡icα REEVE トコブシ 〕

Yokohama Itiba 

〔Haliotisたαmtchαtkαnα’JONASエゾアワビ〕

Yokohama ltiba 

Subordo Docoglossa 梁舌亜日

Familia Lottiidae ウノアシ科

PαtelloidαschrencたiiLISCHKE アオガイ

Yokohama (STEARNS) 

PαtelloidαconulαDUNKER ツボミ

Tokyo Harbor, Yokohama (STEARNS), 

Negisi (TAKJ) 

Subordo Trochacea にしきうず亜日

Familia Trochidae ニシキウズ科

“Turcica”co凡ci凡nαA.ADAMS 

〈ヒメマキアゲエピス〉

Uraga (A. ADAMS) 

Euchelus pαuperculus LISCHKE 

イボサンショウガイモドキ

Tokyo Harbor (STEARNS) 

Calliostomαunicum DUNKER エビスガイ

Yokohama (TAKI), Tokyo Harbor 

(STEARNS) 

“Gibbulα”lαpanicαSMITH 

Tokyo Wan 6～25fms. (St. JOHN) 

Cαntharidus ( T九αlotiα） jαpoηicus A. ADAMS 

チグサガイ

Yokohama (STEARNS, TAKI), Tokyo 

Harbor (STEARNS) 

“Cα凡t九αridus( Thalotiα） yokohαmens is 

BOCK”＊ カネコチグサ

Yokohama (BOCK) 

MonodontαJαbio LINNE イシダタミ

Yokohama (TAKI, MIYASIRO), Kanazawa 

(IwAK), Yokosuka (TUBOTA) 

〔Monodontα（Melαgrαphiα）neritoides 

PHILIPPI クロズケガイ〕

Yokohama(MARTENS), Yokosuka(TUBOTA) 

Tegula ( Chlorostomα）αrgyrostomα 

bαsilirαtα （PILISBRY) クボガイ

Yokohama (TAKI), Yokosuka (TUBOTA) 

Tegula ( Chlorostomα） rusticαGMELIN 

コシダカガンガラ

Yokohama (TAKI, MIYASIRO), Yokosuka 

(TUBOTA) 

〔Tegula( Chloroslomα） sordidα（PHILIPPI）〕

Tokyo Harbor (STEARNS) 

Umbo丸山m(Suchium)moniliferum costαtum 

(KIENER）キサゴ

Yokohama (TAKl, MlY ASIRO). Yokosuka 

(TUBOTA) 
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Umbonium (Suchium) gigαπteum (LESSON) Yokohama (TAKI, MIYASIRO), Kanazawa 

ダンベイキサゴ (lwAKAWA, TAKI),Yokosuka (TUBOTA) 

Yokohama (TAKI), Yokosuka (TUBOTA) * Vivipαrus stelmα:phorαBOURGUIGNAT 

Familia Cyclostrematida巴 ウズマキガイ科 Y吋o,Yokohama (REIN) 

“Circulus”pulchellus DUNKER 〔Vwipαrus(Vivipαrus)quadrαtus (BENSON) 

Tokyo (STEARNS) 〈チュウシヒメタニシ〉〕

“Circulus”dunkeri TRYON ウズマキガイ

Tokyo Harbor (STEARNS) 

Familia Turbinidae リュウテン科

Yokohama N ankin-mati 

〔V山 pαrusoxytropis BENSON〕

Tokyo (STEARNS) 

〔Turbo(Bαtill us) cornutus G MELIN サザエ〕 Subordo Littonnacea たまきび亜日

Yokohama Itiba; Tokyo Harbor Familia Littorinida日 夕マキピ科

(STEARNS) Littorinα（Littorivαgα） breviculα 

Turbo (Lunellα） coronαtus GMELIN ス方イ PHILIPPI タマキピ

Yokohama (TAKI, MIYASIRO), Kanazawa 

(lwAKAWA), Yokosuka (TUBOTA) 

Astrα巴α（Cαleαr）九αemαtrαgαMENKE

ウラウズガイ〔Tokyo(DUNKER）〕，

Yokosuka (TUBOTA) 

Yokohama (TAKI, MIYASIRO), Kanazawa 

(IWAKAWA) 

〔Littorinαm日Jαccα九αPHILIPPI〕

Tokyo (DUNKER) 

“Phαsiαnellα”oligomphαJαPLISBRY 

Tokyo Harbor (STEARNS) 

〔Lαcuηα oxytropisPILSBRY〕

Tokyo Harbor (STEARNS) 

〔LαcunαsmithiiPILSBRY〕

Tokyo Harbor (STEARNS) 

Subordo Neritacea あまおぶね亜目

Familia N巴ritida巴 アマオブネ科

Theodoxus (Dostiα） violaceus (GMELIN) 

ヒロクチカノコガイ

〔Lαcuηα stenotomorphαPILSBRY〕

Tokyo Harbor (STEARNS) 

Subordo Rissoacea ほそすじちょうじがい亜白

Yokohama, Kanazawa (!WAKA WA) *Familia Ass1mineidae 

“NeritααspersαRECLUZ” Tokyo(DUNKER) 〈カワザンショウガイ科〉

“Neritα”crepidulariαLAMARCK 註＇ * Assimineαjαpanicαvon MARTENS 

Yokohama (MARTENS), Tokyo Harbor カワザンショウガイ（岩）｜｜）

(STEARNS) * Bei Yokohama in Brackwasser ( von 

NeritαpicαGOULD アマガイ MARTENS) 

Yokohama (TAKI), Kanaz且wa(IWAKAWA),

Yokosuka (TUBOTA) Familia Hydrobiida日註5

Truncαtellαkiusiuensis PILSBRY 

Ordo Mesogastropoda 〈中腹足目〉 キュウシュウクピキレガイ Yokohama (TAKI) 

Subordo Architaenioglossa ｛原始紐舌亜日〉

Familia Viviparidae タニシ科

20 

Vivipαrus (Cipαngopαludi九α）jα:ponicus 

MARTENS オオタニシ

Yokohama (TAKI, MIYASIRO), *Yedo, 

*Yokohama (DONITZ) 

Vivipαrus (Cipαngopαludiπα） malleαtus 

REEVE マルタニシ

Subfamilia Bithyniina巴 〈エゾマメタニシ科〉

* BithyniαstriαtulαBENSON 

Yokohama ( von MARTENS) 

*PαludinellαJ口:panicαyokohαmensisTHIELE 

1927 Zool. Jahrb. Ed. 56 s. 130 

{ P. Jαp FILS へソカドガイ〉

Su bordo Cerithiacea かにもりがい亜日



Familia Mathildidae 〈タクミニナ科〉

Mαthilda sinensis FISCHER (var.) 

〈タクミニナ〉

Yokohama (TAKI) 

Familia V ermetidae ヘピガイ科

Vermetus (Serpulorbis) imbricαtus DUNKER 

オオヘピガイ

Yokohama (TAKI, MIYASIRO), Kanazawa 

(TAKI), Yokosuka (IwAKAWA, TUBOTA) 

Vermetus tokyoensis PILSBRY 

〈クビタテヘビガイ〉

Tokyo Harbor (STEARNS) 

〔Tenαgodus(Agαthirses）αustralis QUOY〕

Fi口ellapupoides A. ADAMS ( = Fe九百llα）

モツボ

Yokosuka (IwAKAWA) 

Familia Cerithiidae カニモリガイ科

Cerithium (Ochetoclαuα） kochi PHILIPPI 

カニモリガイ

Yokohama (TAKI, MIYASIRO), Yokosuka 

(IWAKAWA) 

Cerithium (Coηtumαx）たobeltiDUNKER 

コオロギ（コベルトカニモリ）

Tokyo Harbor (STEARNS), *Yokohama 

(TAKI) 

Tokyo Harbor (STEARNS), Yokosuka Familia Triphoridae キリオレ科

(TUBOTA) Triphorα／useαDUNKER アラレキリオレ

Yokohama (TAKI), Tokyo Harbor 

Familia Melaniida巴 カワニナ科 (STEARNS) 

Semisulcospirαreiniαηα （BROT) Triphoris ( Viriolα） tricinctαDUNKER 

チリメンカワニナ 〈キリオレ〉

Yokohama (TAKI, MIYASIRO) Tokyo Harbor (STEARNS) 

SemisulcospirαJαponeα（REEVE) 

ミスジカワニナ Subordo Ptenoglosa 〈翼舌亜日〉

Yokohama (STEARNS, TAKI) Familia Epitoniidae ( = Scalidae) 

Melα凡lα （Melαnoides)loebbecki (BROT) Epitonium * (LineoscαJα） hαlimensis 

レベックカワニナ MAKIYAMA セキモリ

Yokohama (ISIBASI) Yokohama (TAKI) * 2 banded 

Melαπia (Melαnoides) yoたohαmensis Epitoηium tri/1αsciatum de HAAN 

HARTMAN Yokohama, Tokyo Harbor (STEARNS) 

Yokohama (HARTMAN) Epitonium Jαtef.αsciαtum SOWERBY 

Familia Potamididae ウミニナ科

Bαtillariαmultiformis LISCHKE ウミニナ

Yokohama (TAKI, MIY ASIRO), 

Tokyo Harbor (STEARNS), Yokosuka 

(TUB仁TA)

Bαtillαriαcumingii CROSSE ホソウミニナ

Yokohama (TAKI), Tokyo Harbor 

(STEARNS), 

Bαtillαriαzonαlis (BRUGUI立RE）イボウミニナ

Yokohama (MARTENS, TAKI), 

Tokyo Harbor (STEARNS) 

Familia Finellida巴 モツボ科

Tokyo Harbor (STEARNS) 

Epitonium (DepressiscαJα）αuntum 

SOWERBY オダマキ

Yokohama (STEARNS, TAKI), Tokyo 

Harbor (STEARNS) 

Epitonium * (DepressiscαJα） castum 

*(SOWERBY）＊ナガヒメネジガイ＊ (10 varices) 

Yokohama; Tokyo Harbor (STEARNS) 

Epitonium (DepressLscαJα） Jαponicum 

(DUNKER）ヒメネジガイ ＊( 8 varices) 

Yokohama (TAKI) 

Epitoπium(Amαeα）Lmmαculαtum SOWERBY 

〈キヌイ トカケ〉

Tokyo Harbor (STEARNS)* （横に細線あり）
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Epitonium (Amαeα） thielei BOURY 

〈クリンイトカケ〉

Yokohama (TAKI) 

Epitonium (Opαliα） lαmellosum (LAMARCK) 

Yokohama (STEARNS）註6

Epitonium ( TurbiniscαJα）αnguslum DALL 

コノ、スイ トカケ

Yokohama (TAKI) 

Pyrαmi dellα（Syrnolα） cinctellαA ADAMS 

ホソクチキレガイ

Tokyo Harbor (STEARNS) 

Pyrαrγiidellα（Syrnolα） dαedαJαADAMS 

Uraga (A. ADAMS) 

Pyrαmidellα（Syrnolα） grαcillimαADAMS 

Uraga (A. ADAMS) 

Epitonium (Lineoscolα） linealαtum Subordo Amaltheacea すずめがい亜目

(SOWERBY) クレハガイ Familia Amaltheidae スズメガイ科

Yokohama (TAKI) 〔Amaltheα（Sαbiα）co九日αSCHUMACHER

キクスズメ〕

Subordo Aglossa 〈無舌吏目〉 Yokohama (TAKI) 

Famili包 M巴lanellidae 〔Amaltheα（Pilosαbiα）pilosαDESHAYES 

{ = Eulimidae ハナゴウナ科〉 スズメガイ〕

“Melαnellα”（＝ Eulima) cumingi SOWERBY Yokohama (MARTENS), Yokosuka 

Tokyo Harbor (STEARNS) (TUBOTA) 

“Strombijormis” （＝ Eulimα） pumilα 

ADAMS Uraga (A. ADAMS) Subordo Calyptraeacea 〈かりばがき亜日〉

“Strorγibijormis” 〈二 Eulimα）bαlteαtα Familia Calyptraeidae 〈カリパガサ科〉

ADAMS Uraga (A. ADAMS) Crepidulααcu leαtα （GMELIN) クルスガイ

“Strombijormis” （＝ Eulimα｝ grαcilentα Yokohama (TAKI), Yokosuka (TUBOTA) 

Crepidulα（Sip hopαtellα）ωαls hi ADAMS Uraga (A. ADAMS) 

“Strombijormis” 〈二 Eulima)bilineαta 

ADAMS & REEVE 

( HERMANNSON) REEVE ヒラフネガイ

Yokohama (TAKI), Yokosuka (IwAKAWA) 

Uraga (A. ADAMS), Tokyo Harbor 

(STEARNS) Subordo Strombacea そでがい亜日

Familia Strombidae ソデガイ科

Familia Pyramidellidae クチキレガイ科 〔Strorηbusluhuanus LINNE （マガキガイ〉〕

Tokyo (DUNKER) Turbonillα（Mormulα） rissoinαA  ADAMS 

チョウジガイ

Yokohama (TAKI) 

Eulimellα（Cinguliηα） ci凡gulαtα

Strorηbus Jα:ponicus REEVE シドロ

Yokohama (TAKI) 

laticingula DALL & BARTSCH Subordo Naticacea たまがい亜日

〈ヒロヨコイトカケギリ〉 Familia Naticidae タマガイ科

Yokohama (TAKI) Polynices (Lunαticα） didymαBOLTEN 

* Odostomiαsp. Yokohama (OTUKA) ツメタガイ （= Polinices) 

PyrαmidellαpulchellαA ADAMS クチキレ Yokohama (TAKI, MIYASIRO), Yokosuka 

Yokosuka (TUBOTA) 

Pyrαmidella trij，αsciαtαA ADAMS 〔PolynicesαmplαPHILIPPI〕

〈ミスジクチキレ〉 Tokyo to Enosima (STEARNS) 

Uraga (A. ADAMS) Polynices powisiαπus RECLUZ 

Pyrαmi dellαuitreαA  ADAMS 〈オオタマツバキ〉

Uraga (A. ADAMS) Yokohama (DUNKER) 
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Polynices simiαg DUNKER ネズミガイ Familia Tonnida巴（= Doliida巴）

Yokohama (TAKI), Yokosuka (TUBOTA) 〈ヤツシロガイ科〉

NαticαJαnthostomαDESHAYES TonnαluteostomαKUSTER ヤツシロカイ

エゾタマガイ Yokohama (TAKI), Tokyo Harbor 

Sigαretus undulαtus LISCHKE 〈ツガイ〉 (STEARNS) 

Yokohama (STEARNS) 〔To九九αzoηαtαGRAY〕

Sigαretus (Euπαtici凡α）pαpillαGMELIN Tokyo Harbor (STEARNS) 

ネコガイ 〔PyrulareticulαtαLAMARCK〕

Yokohama (STEARNS, TAKI), Yokosuka *Pyrula=PirulαニFicus Tokyo (DUNKER) 

(TUBOTA) 

Subordo Cypreacea たからがい亜日

Familia Cypr巴aida巴 タカラガイ科

〔Eroneαnotαtα （GILL) メダカラガイ〕

Yokohama (TAKI), Yokosuka (TUBOTA) 

〔Erosαηα erasαLINNE コモンダカラ〕

Yokohama (STEARNS) 

〔Cyprαeα （Eponα） globulus LINNE〕

y okohama (STEARNS) 

Erαto cαllosαADAMS & REEVE ザクロガイ

Tokyo Wan (LISCHKE) 

〔ErαtoJαchrymαGRAY〕

Tokyo Harbor (STEARNS) 

〔SimniαrhodiαADAMS 

Tokyo Wan (LISCHKE) 

Subordo Tonnacea ( = Doliacea) 

ツグチガイ〕

〈ゃっしろがい亜日〉

Familia Cymatiidae フジツガイ科

Cymαti um pαrthenopeum SALIS カコボラ

Yokohama (TAKI), Yokosuka (TUBOTA) 

ChαroniαJαmpαs (LINNE) ボウシュウボラ

Yokohama (TAKI), Tokyo Wan 

(A. ADAMS), Yokosuka (TUBOTA) 

“Tntonium (Simpulum）”costαtus (BORN) 

all along the coast from Tokyo to 

Osima (STEARNS) 

“Tntonium”excαuαtum REEVE 

Tokyo (STEARNS) 

“Tritonium”Jαbiosum WOOD 

ヒメミツカドホ、ラ

Uraga (A. ADAMS), Hama (TAKI) 

“Tritonium”tringαA  ADAMS 

Uraga (A. ADAMS) 

Ordo Stenoglossa 〈狭舌目〉

Subordo Muricacea ほねがい亜日

Familia Muricidae ホネガイ科

〔Murexαduncospinosus(BECK) REEVE 

〈マゲパリホネガイ〉〕

Yokohama (DUNKER) 

〔Murex(Phyllonotus) u刀if，αsciαtus

A. ADAMS〕 Uraga(A. ADAMS) 

〔Chicoreuselongαtus (LAMARCK) 

オニサザエつ〕

Tokvo (DUNKER) 

〔Trito凡αIiαbrαchypteronA. ADAMS〕

Uraga (A. ADAMS) 

〔Trito凡αIiαstimpsoniA. ADAMS 

〈シキシマヨウラク〉〕

Uraga (A. ADAMS) 

〔Tnto凡αIiαspeciosusA. ADAMS 

ヒレバショウ〕

Yokohama (SOWERBY) 

TritonαIiα（ Ocinebrellα） JαpanicαDUNKER 

オオウヨウラク

Yokohama (TAKI), Yokosuka (TUBOTA) 

〔TritoηαIiα（ Ocinebrellus）αduηcαSOWERBY 

イセヨウラク〕

TritonαIiαemαrginαtα （SOWERBY) 

イソノfショウ

Yokosuka (IwAKAWA, TUBOTA) 

Rαpαπα thomαsiα九αCROSSE アカニシ

*Rαpα九α＝Muricijormis 

Yokohama (STEARNS, TAKI, MIYASJRO), 

Yokosuka (IwAKAWA, TUBOTA), 

Tokyo Harbor (STEARNS) 

〔Rαpαηα bez.oαrLINN色 チリメンボラ〕

Yokahama, Tokyo Harbor (STEARNS) 
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〔Rαpαnα bulbosαSOLANDER〕 Yokohama(TAKJ) 

Yokohama (STEARNS) * Ancistrolepis trochoideus (DALL) 
Thais bronni DUNKER レイシ 〈チヂワバイ〉

Yokohama (TAKI, MIYASIRO), Yokosuka off Yokohama 600 fms. (ALBATROSS）註a

(TUBOTA) * Jαpelionαdelphicus (DALL) 
Thαis tumulosαKIENER * (sb. sp. ) 

イボ、ニシ

Yokohama (TAKJ), Kanazawa (IWAKAW 

A), Yokosuka (IwAKAWA, TUBOTA) 

ツムガ内タネジホ、ラ

Yokohama (FISCHER) 

〔Cα九thαrus(Polliα） undosα（LINN白）

スジグロホラダマシ〕

Yokohama (STEARNS) 

Subordo Buccinacea 〈えっちゅうばい亜目〉 〔Bucci九um luteostomαLlSCHKE 

Familia Col um bellidae フトコロガイ科 シライトマキ〕

Pyrene (Mitrellα） burchαrdi DUNKER 

コウダカマツムシ

Yokosuka (TUBOTA) 

Pyrene (Mitrellα） uαriαns (DUNKER) 

ムギ、カ、イ

Yokohama (STEARNS, TAKI), Yokosuka 

(TUBOTA) 

Pyrene (Mitrellα） bellα（REEVE) 

( = Pyrene mαrtensi LISCI-IKE) 

Yokohama (STEARNS) 

Buccinum ( Voluthαrpα） perryi JAY 

モスソガイ“イチゾウ”

Yokohama (TAKl), Yokosuka (IwAKAWA, 

TUBOTA) 

Bαbyloniαjaponicα（SOWERBY) パイ“ベエ”

Yokohama (TAKI, MIYASIRO), Tokyo 

Harbor (STEARNS), Yokosuka (TUBOTA) 

マルテンマツムシ Familia Galeodidae 

Yokohama (TAKI), Tokyo Harbor Semifusus terηαtαnus (GMELIN) 

(STEARNS) ( = Hemifusus terηαtαπus GMELIN ) 

Pyrene (Aπαchis) misera (SOWERBY) テングニシ

ボサツガイ * Semifusus = Hemifusus 
Yokohama (TAKI), Tokyo Harbor Yokohama (STEARNS, TAKI) 

(STEARNS) 

Pyrene (A tiliα） comptαLISCI-IKE Familia N assariidae ヨウパイ科

〈クダマキマツムシ〉 NαSSαrius (Hi九Lα）dominulus 

Tokyo Harbor (STEARNS) 

Pyrene (ZαJrα）pumilα（DUNKER) ノミニナ

Tokyo Harbor (STEARNS) 

Columbellα（Euplicα） uersicolor (SOWERBY) 

フトコロガイ

Tokyo Harbor (STEARNS), Yokosuka 

(IWAKAWA, TUBOTA) 

TAPPARONE-CANEFRI ヒメムシロ

Yokohama （“Mag巴nta”，TAKI)

NαSSαri山 (Hiniα）festiuus (POWIS）アラムシロ

Yokohama (TAKI, MIYASIRO), Kanazawa 

(TUBOTA) 

NαSSαrius (Hiniα） Jrαterculus (DUNKER) 

（＝＝つ NαSSαriusfuscoli問 αtαEA. SMITH) 

クロスジムシロ

Familia Buccinidae エッチュウバイ科 Tokyo Harbor (STEARNS) 

SiphonαIiα （Sip九0凡αLiα）fusoides REEVE NαSSαrius (Hi凡Lα）jαpo凡icus(A ADAMS) 

ウスイロミクリ キヌボラ

Tokyo Wan (LISCHKE) Uraga (A. ADAMS) 

SiphonαLiα（Kellettiα） kelletti FORBES NαSSαrius (Zeu工is)cαelαtus (A ADAMS) 

ミガキボ、ラ ／、ナムシロ
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Yokohama (TAKI) 

〔NαSSαrius(A lectrion) suturαLis (LAMARCK) 

イボキンシノτイ〕

Yokohama (STEARNS, purchased) 

〔NαSSαrius(A Lectrion) pαpillosus (LINNE) 

サメムシロ〕

Yokohama (STEARNS, purchased) 

NαSSαrius (Niothα） livescens (PHILIPPI) 

ムシロカイ

Yokohama (TAKI, MIYASIRO), Yokosuka 

(TUBοTA), Tokyo Harbor (TUBOTA) 

NαSSαrius (Alectrion) balteαtus (LISCHKE) 

ヨウノTイ

Yokohama (STEARNS) 

Familia Fasciolariidae イトマキボラ科

Fusus perplexus A. ADAMS * Fusus 
= Fusinus ナガニシ “プッポウ”

Yokohama (TAKI, MIYASIRO), Yokosuka 

(IWAKAWA, TUBOTA) 

Subordo Volutacea ひだちおび亜日

Familia Olividae マクラガイ科

Olive LLαfulgurαtαADAMS & REEVE 

サキグロボタル

Tokyo Harbor (STEARNS), Yokohama 

(TUBOTA) 

Familia Mitridae フデガイ科

Pusiαhizenensis PILSBRY var. アワジツクシ

Yokohama (TAKI) 

Familia Cancellariidae コロモガイ科

Cα凡cellariαspengleriαnαDESHAYES

コロモガイ

Yokohama (TAKI, MIY ASIRO)' Yokosuka 

(TUBOTA) 

〔CαncellariααsprellαreeveαnαCROSSE

モモエボラ〕

( = cαncellαriαelegαns of SOWERBY) 
Yokohama (STEARNS), Tokyo ( LISCHKE) 

〔CαηcellariαnoduliferαSOWERBY

トカシオリイレ〕

Yokohama (STEARNS) 

〔CαncellariαJαticostaKUSTER 

コンゴウボラ〕

Yokohamaつ

Subordo Toxoglossa 〈矢舌亜目〉

Familia Conidae イモガイ科

“Drilliα”glαcilentαREEVE 〈ヌノメツブ〉

Tokyo Harbor (STEARNS) 

“Drilliα”textαDUNKER 

〈アミコシボソクチキレ〉

Tokyo Harbor (STEARNS) 

CLαuαtulαpαtruelis SMITH ヒメシヤジク

Tokyo Wan 10.5 fms. (St. JOHN) 

* CLαuαtulαincoπstα凡sSMITH 
〈イボヒメ シヤジク〉

Yokohama (TAKI) 

Turris (Cαssispira) jeffreysi SMITH 

モミジボラ

Yokohama (TAKI) 

Turris (Cαssispirα） jαpanicα（LISCHKE) 

オハグロシヤジク

Yokohama (TAKI),Tokyo Harbor 

(STEARNS) 

Turris tuberculαtαGRAY 

Tokyo Wan (DUNKER) 

Turris leucotropis ADAMS & REEVE 

クダマキガイ

Tokyo (STEARNS) 

Turris polytropα（HELBLING) カリガネガイ

South of Tokyo Harbor (STEARNS) 

“Typhlomαngeliα”pyrrhαWATSON 

〈モミジボラ〉

Yokohama, 50fms. sand (Challenger) 

Asthenotomα凡iveα（PHILIPPI)

(= Oligotomαmαkimonos Jouss.) 

マキモノシヤジク

Yokohama (TAKI), Tokyo Wan (STEARNS) 

Lienαrdiα（Etremα） subαuriformis SMITH 

ヌノメシヤジク

Yokohama (TAKI),Tokyo Harbor 

(STEARNS) 

Dα.phnellα（Hemidαphne) subulα（REEVE) 

〈カスリマンジ〉

Yokohama (TAKI) 
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Rαphitomαleucたαrti(DUNKER）“Aplysiα” sp. * ( = Tethys) 

クリイロマンジ Yokohama (TAKI) 

Tokyo Harbor (STEARNS) x“Phyllaplysiα” pu凡ctαtα

Rαphitomαtokyoensis PILSBRY * x Petaliferα（Pseudαplysiα） prα凡etαLα

〈トウキョウコウシツブ〉 TAPPARONE-CANEFRI ウミナメクジ

Tokyo Harbor (STEARNS) 

“Cy thαrα （Mαngelia）”cos tu Iαtα （DUNKER) Ordo Pteropoda 〈翼足目｝

｛シマハナシコトップ〉 Subordo Thecosomata 〈有殻亜日〉

Tokyo Harbor (STEARNS) Familia Cavoliniidae カメガイ科

Conus ju/men REEVE ベツコウイモ Cαuoliηα inf/exαLESUEUR （マサコカメガイ〉

Yokosuka (TUBOTA) Yokohama *(STEARNS) 

Coπus pαuperculus SOWERBY ベニイモ

Yokosuka (TUBOTA) Ordo Aco巴la 〈無！段目〉

〔Coπuspulicarius Hw ASS ゴマフイモ〕 Subordo N otaspidea 《背楯亜日〉

Yokohama (DUNKER) Familia Pleurobranchidae フシエラ力イ科

Pleurobrαnchαeαsp. Yokohama (TAKI) 

Familia Terebridae タケノコガイ科

Diplomerizαbαth yrαpheSMITHイボヒメトクサ Subordo Nudibranchia 〈うみうし亜日〉

Tokyo Wan 6～25fms. (SMITH) 

DiplomerizαpolygyrαtαDESCHAYS 

〈カゴメギリ〉

Familia Dorididae ウミウシ手ヰ

“Doris”jαpanicαBERG ｛ヤマトウ ミウシ〉

Yokohama (ELIOT) 

Tokyo Harbor (STEARNS) 

TerebrαdiversαSMITH 

Yokosuka (TUBOTA) 

シチクガイ Familia Aeolidiida巴 ミノウミウシ科

Subclassis Opisthobranchia 〈後鈍亜綱〉

Ordo Pleurocoela (Tectibranchia) 

〈側腔目 （被偲日）〉

Subordo Cephalaspidea （頭楯亜日〉

Familia Ringiculida巴 マメウラシマ科

RingiculααrctαtαGOULD マメウラシマ

Tokyo Harbor (STEARNS) 

Familia Atyidae タマゴガイ科

Hαmineαcymbulum (QUOY & GAIMARD) 

ブドウガイ

Yokohama (TAKI) 

Familia Philinidae キセワタ科

“Aeolidiα” sp Yokohama (TAKI) 

Subclassis Pulmonata 有柿亜綱

Ordo Basommatophora 〈基眼目〉

Subordo Pattelliformia 〈笠形亜日〉

Familia Siphonariidae カラマツガイ科

Siphonαriαcochleαriformis REEVE 

カラマツガイ

Yokohama (TAKI) 

Siphonαriαsirius PILSBRY キクノノ、ナガ、イ

Yokosuka (TUBOTA) 

SiphonαriααtrαQUOY & GA!MARD 

ヒラカラマツ

Tokyo (DUNKER) 

Subordo Hygrophila （水棲亜日〉

Phi line jαpanicαL!SCHKE キセワタ Familia Lymnaeidae モノアラガイ科

Yokohama (TAPPARONE-CANEFRI, TAKI) Lym九αeα japo凡icαJAY モノアラガイ

Yokohama (TAKI, MARTENS) 

Subordo Anaspidea 〈無楯翌日〉 Lymπαeα goodwini SMITH 

Familia “Aplysiidae” アメフラシ科 〈ヒメモノアラガイ〉
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Yokohama (KOBELT), Tokyo (STEARNS) Philomycus (Meghimαtium) bilineαlus 

BENSON ナメクジ

Familia Planorbidae ヒラマキ刀イ科 Yokohama (TAKI), Yokosuka (TUBOTA) 

Anisus (Cyrαulus) jαpoηicus (MARTENS) 

ヒラマキガイ Familia Limacidae コウラナメクジ科

Yokohama (TAKI) Limαx flαvus LINN色 キイロナメクジ

Anisue (Segmentiηα） micα（WESTERLUND) Yokohama (TAKI) 

ヒラマキガイモドキ Agriolimαz uαriαns (A. ADAMS) 

Yokohama (TAKI) コウラナメク ジ

Yokohama (TAKI) 

Orodo Stylommatophola 〈柄眼目〉

Subordo Succinacea おかものあらがい亜日 Subordo Ariophantacea 

Familia Succineidae オカモノアラガイ科

Succinea horticolαREINHARDT 

ヒメオカモノアラガイ

〈べっこうまいまい翌日〉

Familia Ariophantidae 〈ベッコウマイマイ科〉

SitαJα nαnodes GUDEつ

Yokohama (TAKI) 

Su bordo Vertiginacea きばさなぎがい亜目

( = K. kyoloensis FILS) キョウトシタラワ

Yokohama (TAKI) 

Familia Clausilidae 〈キセルガイ科〉 Subordo Helicacea かたつぶり亜日

Phaedusα（Stereophaedusα） brevior Familia Pleurodontidae コシタカマイマイ科

MARTENS ヒクキセル GαnesellαjaponicαPFEIFFER 

Yokohama (TAKI) ニホシマイマイ

* Hemiphαedusα（Megalophαedusα）mαrtensi Yokohama (TAKI, MIYASIRO) 

(HERKTOTS) ( = C. yoたohαmensisCROSS）〔GαnesellαferrugineαPILSBRY

〈オオギセル（マルテンギセル）〉 シメクチマイマイ〕

Yokohama (CROSS), Hakone (SCHRENSK) Kanazawa (IwAKAWA) 

Subordo Achatinacea 〈あふりかまいまい亜目〉 Familia Fruticiolidae カタップリ科

Familia Subulinidae オカチョウジガイ科 Brαdybαenαsimilαris stimpsoni PFEIFFER 

Opeαs clαvulinum kyotensis オナジマイマイ

PILSBRY & HIRASE オカチョウジガイ Yokohama (TAKI), Tokyo (STEARNS) 

Yokohama (TAKI) Fruticicolα（Acustα） sieboldiαna 

Opeαs pyrgulαSCHMACKER & BOTTGER PFEIFFER ウスカワマイマイ

ホソオカチョウジガイ EuhαdrαperiomphalαPFEIFFER 

Yokohama (TAKI）〔＝？ Eu九αdrαluhuα凡αnimbosaCROSSE 

Yokohama (STEARNS）〕

Subordo Zonitacea こはくがい亜目 Yokohama (TAKI, MIYASIRO) 

Familia Endodontidae ナタネガイ科 *Tokyo (REIN) 

“Discus ( Goniodiscus）”pαuper GOULD 〔EuhαdrααmαIiαEKOBELT 

パツラマイマイ クチベニマイマイ〕

Yokohama(TAKI), Tokyo(STEARNS, TAKI) Kanazawa (IWAKAWA) 

*(REIN, HILGENDORFF) Euhαdrαquαes itαDESHAYES 

ヒダリマキマイマイ

Familia Philomycidae ナメクジ科 Yokohama (STEARNS, TAKI, MIYASIRO), 

27 



Yokosuka (IwAKAWA) (DOSTIA) violαceα （GMELIN）とされている

Euhαdrαquαes itαperryi JAY が，殻の形態は，むしろ N crepidula LAM-

クロスジヒダリマキマイマイ ARCKに近い（堀越未発表），従ってMARTENS,

Kanazawa (IwAKAWA) STEARNSの記録はヒ ロクチカノコを指すもの

〔EuhαdrαeoαCROSSE〕 である。

Yokohama (STEARNS) 註5 クピキレガイ類は現在 Truncatellidaeクピキ

Trishoplitαmesogo凡iaminimαPILSBRY レガイ科に所属させる。

チピコオトメ？ 註7 註6 ScαIα 〔＝“Epitoπium”〕 Jαmellosα

Yokohama (TAKI) LAMARCK, 1819, non BROCCHI=GyroscαJ 

αcomutαtα （MONTEROSATO, 1877）はヨー

ロァパ産の種類であるが，日本産のネジガイ

註！ 第1回採集会も横浜（昭和4年3月）で行われ

た Venus, 3(6): p. 380参照。

註2 DUNKER, LISCHKE共に来日したことはない，

瀧先生の恩違いである。

註3 Challenger号， Albatross号の採集地点で， off

Yedo, off Yokohamaとあるものは，相模湾

を含む本州南岸の外i羊深海の地点であるので注

意を要する。例えば，此の St. 237は房総半島

（勝浦）遥か沖合の点である。

5主4 日本産ヒロクチカノコの学名は Neritinα
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Cy roseαla perplexα （PEASE, 1867）によく

似た貝で， STEARNSの記録したものはネジガ

イであろう。

註 7 Trishoplitα mesogoniα minimαPILSBRY 

et HIRASE, 1904の模式産地は阿波徳島であ

るので，横浜で採集されたのは関東地方に普通

なエンスイマイマイ Tcoπospirα（PFEIFFER, 

1851）であろう。

（堀越増興 ：東京久栄技術センター ；板橋義美神奈

川県立博物館）



神奈川自然誌資料（16):29～3ιDec. 1994 

平塚市高根・大磯町高麗（大磯丘陵）のアゲハチョウ属

越冬踊について

岸一弘・深奇昭康・日比野克

Kazuhiro KISI, Akihiro HUKA YA & Katsumi HIBINO: 
Notes on Overwintering Pupa of the Genus Pαpilio 
(Lepidoptera) in Takane, Hiratsuka & Koma, Oiso 

(Ohiso-Hills), Kanagawa Pref. 

はじめに 3カラスアゲハ Pαpiliobiαnor (CRAMER) 

高麗山北麓にある平塚市高根～大磯町高麗のキハダ 個体A アラカシBの葉裏に踊化 （寄生踊），7. I. 

植林地はミヤマカラスアゲハの発生地として知られて 1991，岸（地上約250cm)

いる（岸， 1991；岸，1992）が，本種を始めとするアゲ 個体B ヤブツバキBの小枝に踊化 （緑色型）' 30. 

ハチョウ属越冬踊が比較的まとまって発見される場所 XII. 1991，岸（地上87cm,1992年 2月には生存し

でもある。本稿では，当地で確認された本属4種（ク ていたが，7.皿.1992の時点では烏によると思わ

ロアゲハ，モンキアゲハ，カラスアゲハ， ミヤマカラ れる食害を受け，穴が聞いていた）．図6

スアゲハ）越冬踊の未発表記録を一括して発表し，同 個体C ヤブツバキAの小枝に踊化（緑色型）， 30. 

時に若干の考察を行なってみたい。 XII. 1991，岸（地上 131cm, 3. V. 1992～5. 

なお，本報告をまとめるにあたり，資料を提供して v. 1992の間に羽化）．
いただいた波多野収三氏に感謝申し上げる。 個体D スダジイ Bの小枝に踊化 （緑色型）, 30. XII. 

観察記録

1クロアゲハ Pαpilioprotenor CRAMER 

個体A：タブノキ小枝の先端近くに下向きに踊化 （褐

色型），7. I 1991，岸（地上 140cm，蝋のまわ

りをおおうようにタブの枯葉がたまっていた.1991 

年2月末頃消失）．図5

個体B：キハダB南西奥のアズマネザサの茎に踊化

（褐色型）, 23. XI. 1993，波多野（地上約40cm,

13. m. 1994には生存していたが.19. m. 1994に
は食害されていた）．図7

2.モンキアゲハ Pαpiliohelenus nicconicolens 

BUTLER 

個体A：カゴノキAの小枝に踊化 （緑色型）, 30. XII. 

1992，岸 （地上 155cm,11. I. 1993には存在し

ていたが，17.I . 1993には消失）．図4

個体B スダジイ Bの小枝に踊化 （緑色型）， 23.刃．

1993，波多野（地上約 160cm,24. I . 1994には

明らかに死亡していた．発見時より腹部左側に黒い

しみがあり，寄生による死亡あるいは病死と思われ

る）．図8

1991，岸（地上 130cm,1992年2月には消失して

いた）．

相模湾

図l 調査地
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個体E スダジイBの小枝に踊化 （緑色型，死踊）， 個体M：キハダB脇のマンリョウの小枝に瞬化 （緑色

30. XII. 1991，岸 （地上200cm). 型）， 23. 泊. 1993，波多野 （地上約50cm,27. m. 
個体F アラカシAの小枝に踊化（緑色型）, 30. XII. 1994には健在だったが，9. IV. 1994には消失して

1991，岸（地上 270cm，採集， 21.m . 1992~~化 いた）．

♂）． 個体N アオキBの小枝に踊化（緑色型）， 23.刃．

個体G：ヤブツバキAの根際に生えるマンリヨウ実生 1993，深谷 （地上約 230cm,16. I 1994には食

に踊化（緑色型）， 16. I. 1992，岸（地上lOcm, 害されていた）．

6. v. 1992以降に羽化）．図9. 個体0・カゴノキB付近のピナンカズラ実生に踊化

個体H：スダジイBに踊化，一.I. 1992，深谷（地 （緑色型），29.刃. 1993，岸 （地上15cm,20. II. 

上約 190cm,1992年 2月末に消失）．図10. 1994に降雪のため地上に落下したが，1.m. 1994 
個体I スダジイAの小枝に踊化 （緑色型）, 30. XII. にも生存 しかし，その後食害を受ける）．図11.

1992，岸（地上61cm,21. II. 1993には消失）． 個体P：キハダG南西に生えるヤプランの葉裏に踊化

個体J：アオキBの小枝に蝋化（緑色型）， 21. I . （緑色型）， 29.刃. 1993，岸（地上約20cm, 7. 

1993，岸（鳥と思われる食害を受けて死亡していた）． m. 1994にも生存していたが，その後消失）
個体K：スダジイAの小枝に踊化（緑色型）， 23.沼． 個体Q ：キハダB南西奥の地表近くの枯れ枝に踊化

1993，波多野 （地上約 180cm,16. I . 1994には （緑色型）， 6. XII. 1993，岸 （1 . m. 1994にも生
食害されていた）． 存していたが， 14.IV. 1994には消失していた）．

個体L・ スダジイAに踊化， 23.沼. 1993，波多野 図12.
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（地上約 300cm,16. I. 1994には食害されていた） 個体R キハダB南西奥のアズマネザサの茎に踊化
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図2 平塚市高根のキハダ

植林地周辺



（緑色型）. 7. 皿.1994，岸（地上約50cm,25. 

皿 1994には消失）．

個体S スダジイ Bに踊化（地上約 180cm),19. ill. 

1994，深谷 (1994年5月上旬羽化）．

個体T：ヤブツバキBに踊化（地上約 llOcm),19. 

ill. 1994，深谷（すでに食害されていた）．図15

4.ミヤマカラスアゲハ Pαpiliomααckii MENETRI 

ES 

個体A カゴノキA葉裏に踊化（褐色型）， 30. XII. 

1992，岸 （地上175cm,10. I . 1993には消失）．

個体B：カゴノキBの枯葉に踊化（褐色型）， 30. XII. 

1992，岸（地上 140cm, 3. I. 1993には消失）．

図18.

個体C：カゴノキA付近のビナンカズラ実生に踊化

（褐色型）.30.苅. 1992，岸（地上lOcm, 3. I. 

1993には消失）．

個体D：キハダE付近のヤプランの茎に踊化（緑色型），

29. 刃. 1993，岸しげみ（地表近く， 7. ill. 1994 

にも生存していたが，その後食害を受ける）．図16

個体E・ キハダO付近のナガパジャノヒゲに踊化（緑

色型）， 6. XII. 1993，岸（地表近く， 7. 皿.1994 

にも生存していたが， 27. ill. 1994には食害されて

いた）．図17,19 

個体F キハダFの幹ににからみついたキヅタ葉裏に

踊化（黄色味の強い褐色型）. 14. II. 1994，岸

（地上約 250cm,31. ill. 1994には生存していたが，

14. N. 1994には食害を受けていた）．図13,14. 

個体G カゴノキA付近のヤプランの茎に踊化（緑色

型）， 7.皿.1994，岸（地表近く， 25. ill. 1994 

には消失）．

個体H カゴノキA付近のナガバジャノヒゲの茎に踊

化（緑色型）， 7. 皿.1994，岸 （地表近く， 25.

皿.1994には消失）．

まとめ

あるので，カラスアゲ、ハの場合はコクサギとキハダの

とちらをホストとしていたのかは特定できないが，他

の3種はいずれもキハダをホストとしていると考えて

差し支えないものと思われる。

越冬踊の色彩は，ミヤマカラスアゲハが緑色型と褐

色型の 2型，モンキアゲハとカラスアゲハは緑色型の

み，クロアゲハは褐色型のみが発見されている。確認

されたものの大半は緑色型であるが，これはホスト

（キハダ）の周辺に生える低木が殆ど常緑樹であるた

めと思われる。

踊化位置は，地上近くから約 300cmまで（それ以

上の高所については十分な調査を行なっていない）の

さまざな高さで，踊化場所も木本，草本，シダと多種

多様で，規則性は認められない。なお，低所のものは，

アズマネザサの細校，ヤプラン，ナガバジャノヒゲ，

ビナンカズラ実生といったかなり不安定と思われる場

所での踊化事例が目立った。

今回の報告では計32鍋を発表したが，この他に岸

(1991)ではカラスアゲハ 1蝋とミヤマカラスアゲハ

3踊，岸(1992）ではミヤマカラスアゲハ 2踊， 1踊殻

( 2踊はカラスアゲハの誤り）が報告されており，こ

れまでに当地で確認されたアゲハチョウ属の越冬踊は

計39踊である。このうち，採集した3踊（カラスアゲ

ハ1踊及びミヤマカラスアゲハ2踊）とその後の経緯

が不明な 1踊（カラスアゲハ）を除く 35踊のうち，実

に88.6%にあたる31踊が寄生や食害等（消失したもの

は，食害と思われる）を受けて死亡し，最終的に無事

羽化できたものはわずか4踊（カラスアゲハ3踊及び

ミヤマカラスアゲハ 1踊）であった。踊化位置が低所

の踊は，春まで生き残る確率が高いようであるが，最

終的には食害を受けてしまい，結果的には，踊化位置

が低所であっても高所で踊化した場合と羽化できる確

率に有意差は認められなかった。

文献

岸 一弘， 1991. 大磯丘陵の蝶類，かまくらちょう，

当地でこれまでに確認されたアゲハチョウ属の越冬 (26）・1 17. 

踊は，上記4種である。殆どが平塚市高根のキハダ植 岸一弘， 1992. 神奈川の媒ー最近の話題，神奈川

林地で発見されており，唯一，クロアゲハA個体が大 虫報，(100) 141 147. 

磯町高麗のキハダ植林地から発見されている。最も多

いのはカラスアゲハで，クロアゲハ，モンキアゲハは （岸 一弘：茅ケ崎市中海岸2-2一18（茅ケ崎市

少なく，これまでにわずか各2踊が確認されたのみで 文化資料館），深谷昭魔 ：平塚市徳延680一 1，日比

ある。平塚市高根のキハダ植林地近くには地獄沢と呼 野克大磯町西小磯909-3) 

ばれる小さな沢があり．その沢や周辺にはコクサギも
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図3 アゲハチョウ属越冬踊がまとまって確認された平塚市高根のキハダ植林地.13. m. 1993，深谷撮影．
図4 モンキアゲハ緑色型踊.10. I 1993，深谷撮影．

図5 クロアゲ、ハ褐色型踊. 3 . 11 . 1991，深谷撮影．
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図6 カラスアゲハ緑色型踊.1992年2月，深谷撮影．

図7.食害を受けたクロアゲハ褐色型踊. 3 . II. 1991，深谷撮影．

図8 モンキアゲ、ハ緑色型踊.28. 沼. 1993，深谷撮影．
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図9.カラスアゲハ緑色型踊.22. II. 1992，深谷撮影．

図10.カラスアゲハ緑色型踊.1992年2月，深谷撮影．

図11.降雪後のカラスアゲハ緑色型踊.13. II. 1994，深谷撮影．
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図12.カラスアゲハ緑色型踊．6. XII. 1993，岸撮影．

図13.ミヤマカラスアゲハ褐色型蝋.13. m. 1994，深谷撮影．
図14.ミヤマカラスアゲ、ハ褐色型踊.13.皿.1994，深谷撮影．

図15.食害を受けたカラスアゲハ緑色型踊.19. m. 1994，深谷撮影．
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図16.ミヤマカラスアゲハ緑色型踊．5. II. 1994，深谷撮影．

図17.ミヤマカラスアゲハ緑色型踊． 6. Ill. 1994，深谷撮影．

図18.ミヤマカラスアゲハ褐色型踊.30. XII. 1992，岸撮影．

図19.食害を受けたミヤマカラスアゲハ緑色型踊.27. III. 1994，深谷撮影．
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神奈川自然誌資料 （16) 37～4αDec. 1994 

神奈川県における工ビゴケの分布

生 出智 哉

Toshiya OIZURU : Distribution of Bryoxiphium 
noruegicum (BRID.) Mitt. subsp. jα,ponicum ( BERGG R.) 
LοVE et LOVE (Bryoxiphiaceae) in Kanagawa 

Prefecture 

はじめに 調査方法

エピゴケ Bryoxiphium 凡orvegicum( BRJD.) 1984年から1994年にかけて，県産の蘇苔類の分布調

Mitt. subsp. jαponicum (BERGGR.) LOVE et 査を行ったが，この調査の一環として，エピゴケを沿

LOVEについては，日本をはじめ各国で他物地理学的 岸部から，内陸部にかけて，着生基物と周辺の環境状

観点から研究されている。 況を対象にして調査を行った。

Pocs (1966）は，エピゴケのアジア地域の分布に 調査地区を 3大別 （東側地域 ・中央地域 ・西側地域）

ついて．インドネシア，中国，日本，サハリンからカ にして，エピゴケの出現しそうな垂直岩面の露出して

ムチャツカ半島まで分布していることを報告している。 いる地域を重点的に調査した。

また，STEERE(1937）はアメリカ大陸に分布する この調査の参加者は6名で，神奈川県植物ときのこ

エビゴケを研究し，北米に分布しているエピコ、ケBry- の会の実施する合同調査の他に，それぞれ個人調査に

oxiphium norvegicum (BRID.) MlTT.は，アジ よって行った。

アに分布しているエピゴケの基本種（母種）にあたる まず最初に調査地域の切り通し，岩面にエピゴケの

種で，北米においては第四紀の氷河に覆われなかった 有無を確認し調査票に記入した。 エビゴケの見られな

所に分布しているので，氷河の襲来から逃れて現在の い場合は，調査年月日，調査場所，岩面の状況を記録

分布区域のところで生き残っていると述べている。 した。また，そこに見られたエピゴケは一部をはがし

日本では，近年，白崎 （1984）が新潟県の積雪地帯 て標本とした。

におけるエピゴケの生態分布の実態を調査し，その結

果を詳細に発表している。太平洋側の本県と，日本海 エピコケの形態

側に位置し冬季に積雪に覆われる新潟県のエピゴケの エピコーヶ科Bryoxiphiaceaeに属し，日本産は 1属

分布形態を比較することは，植物地理学上興味深い。 l種の蘇類である。

エピゴケは一般的に高緯度地方に多く分布しており，

日本でも北方地域や海抜の高い所に多いことが知られ

ているが，当県では丹沢 ・箱根の高所よりも標高の低

い鎌倉や逗子の切り通しの堆積岩函に多量に着生がみ

られた。

本報告をまとめるに当り，国立科学博物館樋物研究

部樋口正信博士には，同館所蔵のエピゴケ標本の閲

覧と文献のご教示をいただいた。

分布調査にあたり，神奈川県植物ときのこの会・コ

ケ戸籍簿作成班員 田中京子 ・吉田文雄 ・児玉規子・

浜中義治・中山博子諸氏と当館勝山輝男主任学芸員

の協力を得てエビゴケの収集を行うことができた。

上記の方々に深甚の謝意を申しあげる。

エピゴケの茎は普通1～2cm，ときに5cmに達し，

多数の葉を密、に2列につけ，上端の葉には毛状の突起

があってエビの触角を想わせ，全体がエピのような形

となるのでこの和名がある。

葉の中肋は背方に偏在し，腹片は広く 2片に分かれ

て茎を抱く。したがって，業は2列になって茎につく

ことになる。茎上方の業では中肋がながく突出する

（図 1）。

結果

水平分布

本邦では北海道から九州の山地の岸壁や垂直な岩上
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に見られる。 高120m～150m）の湿気の多い垂直岩面にエピゴケが

エピゴケの分布を神奈川県の東側地域からみると， 群生していた。

横浜市と鎌倉市，逗子市などの沿海部低地に集中して 西側地域では小田原市入生田 ・長興山標高300mか

分布している。 ら西丹沢の畦ケ丸・善六のタワ850mにかけてのやや

中央地域（内陸）では，相模原市と厚木市に部分的 湿った垂直な岩面に分布がみられた。また箱根地域で

に分布がみられた。 は，宮城野，下湯温泉，中強羅（標高500m～850m)

西側地域 （箱根・西丹沢）は，小田原市，箱根町， でいずれも岩がオーバハングしているやや湿った場所

山北町でそれぞれ生育地を確認したが，特に箱根町で に分布していた。箱根や丹沢山地の北西部は険しい山

は広範囲に分布が見られる （表1.図2）。 地が連なるために，面積の割に調査地点数は72である。

白崎 (1984）は，新潟県におけるエピゴケの垂直分

垂直分布 布について，南部では150mから2,000m以上の高所に

東側地域に位置する横浜市では，市北部の港北区と まで連続的に分布しており，同県の上限は2,350m

神奈川区，市南部では戸塚区，栄区，金沢区などの標 （糸魚川市小蓮華山，中頚城郡妙高村妙高山）である。

高20～40mのやや湿った切り通しの岩面にエピゴケが 北進するに従い低地に多くなる傾向があり，岡県内の

みられた。 下限は， 60m（東蒲原郡津川町大牧本尊岩）であると

また，鎌倉市妙本寺境内の標高20m付近から神武寺 記述している。このことから，新潟県では神奈川県よ

山標高80mにかけて丘陵部分の切り通し断面で連続的 りも高地に分布することがわかる。

に分布している。

生出 ・児玉 (1985）は，鎌倉市の蘇苔類調査の結果 生育地の明るさおよび水分の状態

エピゴケが市内の凝灰岩質の岩場に広範囲に分布して 逗子市の神武寺山は泥岩と凝灰質砂岩層で，鎌倉市

いることを報告している。 の天園から建長寺にかけては凝灰質砂岩の垂直な面で

中央地域では，相模原市当麻と大島の河岸段丘（標 着生がみられた。

図l エピゴケの形態
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箱根の標高400m以上の地域や西丹沢では火成岩に

着生がみられた。今回の調査では，強緩や小涌谷地域

で輝石安山岩，西丹沢地域では石英閃緑岩の風化した

岩面に着生がみられた。

白崎 (1984）は 「エビゴケは明るい，乾燥した所に

生育する場合もあるが，大部分は直射日光の当たらな

い暗い，比較的水分の少ない所に生育している。また

垂直または覆い被さるような壁面や岩隙に生育する場

合の方が多く，このような所は直射日光による急激な

乾燥がなく，長期の雨でも平坦地に比べて排水が良い

ので，適度に湿気を保って乾湿変化の少ない所である」

と述べている。当県でも沿岸に近い，横浜，逗子，鎌

倉地域の凝灰質砂岩に着生がみられたが，エピゴケ群

落の環境条件は白崎の指摘と非常に類似している。

切り通し面は完全に乾燥することはなく，シダ植物

や革本類が部分的に着生しており，降雨時には周辺の

植被の影響を受けて保水されていると考えられる。

また，新潟県で，エピゴケが着生していたのは，大

部分が火成岩で，もっとも多く着生していたのは安山

岩，次いで花嗣閃緑岩，石英祖面岩の順であったと報

告しているが，神奈川県では東側地域は堆積岩に着生

がみられ，西側地域では安山岩や石英閃緑岩などの火



成岩である。

野口 (1976）は， 「エピゴケは火山岩に着きやすく， おわりに

とくに雨滴を受けにくいような窪みじ生育しているも 今回の調査でエピゴケは，東側地域の横浜，逗子，

のは，中肋ののび出しが著しい」と述べている。 鎌倉で確認された。中央地域では，相模原，東丹沢山

確認できなかった地域

調査地点は東倶u地域104地点，中央地域53地点，西

側地域72地点，合計229地点を調査したが，そのうち4

9地点でエピゴケを採集した。東側地域の川崎市，横

須賀市， 三浦市で．三浦半島の南半分側は確認されて

いない。

中央地域では，海老名市，沿岸部の藤沢市，茅ケ崎

市，平塚市，大磯町，二宮町などでエピゴケは確認で

きなかった。これらの地域では，とくに海岸に近い部

分が風向きにより塩風を直接受けてエピゴケが生育で

きないと恩われる。一般的にコケ植物は海水を浴びる

麓部，西側地域は箱根と西丹沢山麓部で分布がみられ

た。

苅谷定吉氏が収集したエピゴケ標本は， 1933年から

1965年にかけて県内で採集したもので，当県では最も

古いエピゴケの標本である。現在同氏が採集した標本

は神奈川県立博物館に収蔵されている （表一 l，記号

＊）。

エピゴケの未確認（地域に関する情報を筆者らにお寄

せ戴ければ幸いである。

さらにエピゴケ相の調査を進め，神奈川県の蘇苔類

目録の完成をはかりたい。

場所や温風を受ける場所では生育できない。 文 献

西側地域の津久井郡藤野町，津久井町，相模湖町で 堀川芳雄， 1948.氷河期前の植物とすべきエピゴケ

はエピゴケは未確認である。 生態学研究， (11): 27 31. 

． ． ． ． ． 
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表1 エピゴケの採集地

Kー（ ） 神奈川県立

博物館所蔵標本番号である．

無記号，採集 No. 採集者が標本

を保管している

1 横浜市神奈川区三ツ沢町豊顕寺境内石垣上 19900516田中京子 K-7526
2 横浜市戸塚区矢部町 八幡社境内石垣 19890506田中京子 K-7544
3 横浜市戸塚区矢部町 八幡神社境内石垣上 19890509回中京子 K-9193
4 横浜市金沢区朝比奈町切り通し入口屋上 19891111回中京子K-9195
5 横浜市金沢区朝比奈熊野神社 19940717中山博子 100
6 横浜市金沢区朝比奈町熊野神社 19940720 中山博子 101
7 検浜市栄区金井町八幡神社境内常夜灯下石垣 19890115田中京子 K-9782
8 横浜市港北区小机通 19481010苅谷定吉 553*
9 横浜市港北区小机通 19650220苅谷定吉 606*
10 逗子市沼間神武寺岩上 19871228浜中義治 94;K-5743
11 逗子市沼間神武寺山沢筋の垂直岩面 19911125生出智哉 K-7493 
12 逗子市神武寺逗子中学校付近垂直な崖 19840430生出智後十7501
13 逗子市沼間神武寺 19880328浜中義治 k-7504
14 逗子市沼間神武寺神武寺山乾いた垂直岩面 19900923生出智哉 K-7507
15 逗子市沼間神武寺付近垂直な凝灰質砂岩 19840430生出智哉 K7509 
16 逗子市沼間神武寺袋内 19351225苅谷定吉 564窓
17 逗子市鷹取山 19331022苅谷定吉 401*
18 逗子市池子老人ホーム蚤直岩面 19940728生出智哉 12500
19 鎌倉市山ノ内円覚寺境内 1992.6. 15生出智哉 12501
20 鎌倉市山ノ内東慶寺境内 19940728生出智哉 12502
21 鎌倉市今泉町散在ヶ池垂直な崖N面 19840430生出智哉 K-7511
22 鎌倉市山ノ内円覚寺境内垂直凝灰岩上 19910305生出智哉 K-7527
23 鎌倉市山ノ内建長寺境内 19910924生出智哉 K-9188
24 鎌倉市山ノ内建長寺境内 19351222苅谷定吉 565本
25 鎌倉市山ノ内瓜が谷凝灰質砂岩の岩壁 19940717中山博子 102
26 鎌倉市十二所万洗垂直な岩面 19940717中山博子 103
27 鎌倉市大町1丁目妙本寺崖面 19940704中山博子 104
28 相模原市当麻湧水地の崖面 19860605生出智哉 K-7503
29 厚木市七沢鐘ヶ岳半日陰の岩面 19911110生出智哉 K-9182
30 愛甲郡清川村宮ケ瀬垂直岩面 19940403吉田文雄 5001
31 愛甲郡清川村煤ケ谷垂直岩面 19940403吉田文雄 5002
32 伊勢原市大山下社垂直岩面吉田文雄 5003
33 秦野市丹沢札掛垂直岩面 19940403吉田文雄 5004
34 小田原市入生田長輿山 19940606生出智哉 12503
35 足柄下郡箱根町中強羅 19921110生出智哉 K-7208
36 箱根町溶ノ沢垂直な岩面 19921113生出智哉 K-7222
37 箱根町宮ノ下垂直な崖面 19840417生出智哉 K-7510
38 箱根町小塚山岩上 19901017浜中義治 K-7529
39 箱根町小涌谷千条の滝岩上 19891029生出智哉 K-9197
40 箱綬町下湯温泉 19900608浜中義治 832; K-9727 
41 箱根町宮城野岩上 19910318浜中義治 878;K-9773
42 箱根町畑宿岩上19890417浜中義治 1000
43 箱根町箱根神社岩上 19890916浜中義治 1001
44 箱根町思賜公園岩上 19890916浜中義治 1002
45 箱根町小塚山岩上 19901017浜中義治 1003
46 足柄上郡山北町畦ケ丸山麓善六のタワ日陰の岩面 19940612勝山輝男 10
47 山北町中川温泉垂直岩面 19940325吉田文雄 5005
48 山北町玄倉垂直岩面 19940325吉田文雄 5006
49 山北町用木沢石英閃緑岩の崖 19940514児玉規子 2500
50 山北町雨山峠垂直岩面 19940710田中京子 120
51 山北町ユーシン渓谷垂直岩面 19940710吉田文雄 5007
52 山北町ユーシン垂直岩面 19940710吉田文雄 5008
53 山北町ユ シン渓谷発電所付近の崖 19940710田中京子 121
54 山北町ユシン日陰の岩場 19940821勝山輝男 11

Foes, T., 1966. Bryoxipium norvegicum subsp 

jαponicum (BERGGR.) LOVE in the In 

donesian Archipelago 

保育社，大阪

野口彰， 1976.日本産蘇類概説北隆館，東京

白崎仁， 1984.エピゴケの生態分布植物地理 ・分

類研究，（32）・5967 Miscel. Bryol. et Lichenol. , (4）。35
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生出智裁 ・他， 1987.川崎市域の辞苔類 菌類 （きの

こ） 川崎市自然環境調査報告 I Jll崎市教
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神奈川自然誌資料 (16) 41～43, Dec. 1994 

神奈川県植物研究史補遺（ 2 ) 

小原敬

Takashi OBARA: Supplement to the History of 
Floristic Work in Kanagawa Prefecture, Japan (2) 

0マリーズが訪ねた横浜山の手の植木屋アカサブロ一 院境内の外人墓地に献花されていたユリの花を見てそ

（県植物誌 pp.1357-1358.) の美麗さに打たれ，輸出を決意したという。

1877 （明治10）年春，来日したマリーズ（Charles 187 4 （明治7）年にジャーメンの同郷のアイザック－

MARIES 1850-1902）は，横浜でアカサブローとい パンティングが来日し，後にユリ根の輸出を始めた。

う栽培園を訪ねている。先年 『神奈川県植物誌1988J

に「神奈川県植物研究史I」を執筆したとき，このア 一方，明治初期に横浜で花井類を取り扱っていた邦

カサブローがどのような人物であるか，随分調べてみ 人の植木屋は南区中村町の地蔵坂から相沢に通ずる道

たが遂に分らなかった。 路沿に営業していた。その主なものは飯島秋三郎，鈴

このアカサブローという名前は日本人の人名として 木新太郎，鈴木音八，脇金太郎，須固定次郎，牧野伊

は馴染みが少ない。当時来日した外国人たちは地名， 之助岩槻小三郎などであった。その頃の植木屋は造

人名，植物名なとを耳から覚えて帰っている。この場 園師としての性格を強くもち，単に植木の手入れだけ

合母音は相当変化していても，子音は案外残っている でなく，作庭や簡単な建築も手がけていたという。

ことが多い。それで、この場合カ行を考えるとアキサブ

ローが最も妥当のような気がした。 さて，横浜におけるマリーズの行動は春山行夫氏の

昨1993年，中尾長弓さんの御好意で 『横浜植木株式 著書 (1980p. 532）に詳しい。これはGardenに掲

会社百年史jを会社から贈られた。早速ページを繰っ 載されている彼の手記やブレットシュナイダーの著書

ていくと飯島秋三郎という名前が服に飛び込んできて， (1898 pp. 741-744 ）に依っていると思われる。

体中を電気が走るような思いであった。 「アカサブローという栽培国では鉢植えのラン類や，

素焼きの植木鉢に植えたシュロ，カエデ，ソテツ，シ

横浜が開港した後，居留地の外国人の中で，わが国 ダ，ゼラニウム，パラ，サボテン，マツなどが棚いつ

産植物種苗の商品価値を認めて貿易商品として最初 ぱいに並んでおり 日uの棚には無限の変化をみせたツ

に輸出に手を染めたのは C クラマーであったとい ツジやツバキが並んで、いたが，それらはすべて鉢植え

う。 であった。ただし，この土地の主要な商売は，ユリを

この英国人園芸家は1862（文久2）年来日し， 翌日 栽培して，その球根をイギリスに輸出することであっ

63年居留地内にクラマー商会を設立して， 在留外国人 た。J

向けに生花類を取り扱う傍ら僅かながら花木類の輸 この記事で飯島秋三郎の当時の栽培園の様子を垣間

出を始めた。彼はジーボルトがオランダに持ち帰った 見ることができる。

ユリ類が開花し，異常な高値で取り引きされたことを

長日っていた。彼は1868年に家庭の事情で帰国した。 次に飯島秋三郎の経歴を述べる。

1864 （元治元）年，英国陸海軍屯営所の軍人で園芸 1846 （弘化3）年，埼玉県安行で生まれた。

にも造詣が深かったジョン ・ジョシュア・ジャーメン 1865 （慶謄元）年，安行から横浜に移住。最古の植

が来日し，1867（慶磨3）年に除隊してクラマー商会 木屋の一人であった。

に入社し，ユリ根を故国に送った。ジャーメンは増徳 慶謄年間 (1865 1868）以来，元町1丁目にあった
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増徳、院寺内で植木屋を営んで、いた。

1868 （明治元）年頃，須田定次郎と共に横浜植木行

事の一人であった。

植木行事は植木屋を始めるとき鑑札を与えたり ，植

木の仕事を世話したり，外国人居留地への植木売り込

みの認可などを業務としていた。

1889 （明治22）年，パリ万国博覧会開催に協力し，

フランス政府から，マンシオン・オノーブル（名誉状）

を授与されている。

同年2月，わが国の園芸界の振起発達を図る目的で

日本園芸会（会長花房義質，副会長田中芳男）が設立

され，秋三郎は須固定次郎らと共に創立会員になった。

この会から海外に発送されていた 『日本園芸会雑誌j

を媒体として海外の種苗会社から同会宛に来た引き合

いは総て飯島のところにまわされている。

1890 （明治23）年2月7日，有限責任横浜植木商会

が設立された。飯島は発起人の一人で取締役に就任し

た。会社設立の翌日，北米カリフォルニア州オークラ

ンド市に桑港支店長として赴任している。

翌1891（明治24）年6月1日，株式会社横浜植木商

会が設立され，取締役として引き続き桑港支店長の職

にとどまった。

1895 （明治28）年8月10日，本社における臨時総会

で桑港支店の閉鎖が決定された。

1910 （明治43）年11月23日，初代社長鈴木卯兵衛病

没。

1911 （明治44）年2月16日，定時総会で二男浜吉第

二代社長に就任決定。飯島秋三郎は取締役に再選され

た。

1915 （大正4）年10月23日，秋三郎，逝去。享年79

才。

マリーズが横浜に来たのは1877年春で，山の手に向

かい歩いたと書いている。飯島が増徳院で植木屋を営

み，横浜植木行事をしていた頃で両者の接点は濃いも

のがある。マリーズの言うアカサブローは飯島の店と

考えて間違いないと考える。飯島はオークランド支店

長として赴任しているが，ここは著者の出生地なので

何やら因縁めいてくる。

最後に中尾翼弓さん，講談社，横浜植木株式会社に

謝意を捧げます。
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逗子市桜山「鐙摺の不整合J露頭の再記載

小泉明裕・平田大二・松島義章・

長奇川善和・蟹江康光

Akihiro KOIZUMI, Daiji HIRATA, Yoshiaki MATSUSHIMA, 
Yoshikazu HASEGAWA & Yasumitsu KANIE: 
Redescription of the Outcrop “Abuzuri 

unconformityヘZushi-shi,Kanagawa Prefecture, Japan. 
はじめに

今回報告する逗子市桜山9丁目鐙摺にある「鐙摺の

不整合」露頭（図1のA地点）は， 三浦半島北部に分

布する新第三系の葉山層群と三浦層群の問にみられる

傾斜不整合の一部である。この不整合は，渡辺（1925)

により南関東における新生代後期の地殻変動をあらわ

す重要な地質学的証拠として位置づけられたものであ

る。その後，見上（1964），三梨はか(1968），渡部ほか

(1968）などの地質学的研究や， YOKOYAMA(l920),

大山(1952），浜田(1956),SHIKAMA(l973）などの

古生物学的研究によりその重要性がさらに認識された。

1977年，その不整合関係が最もよくわかる露頭として

神奈川県の天然記念物に指定され（見上， 1978a),

当時の本露頭の様子を見上(1978b）が詳細にスケッチ

している。本露頭以外にも，桜山トンネル南出口や鐙

摺海岸などでも不整合は観察できたが，現在では逗子

市浄水管理センター内に保存されている露頭（逗子市

指定天然記念物，図 lのC地点）や，その南西の小露

頭（図 1のD地点。江藤， 1978）などが残されている

にすぎない。

「鐙摺の不整合」露頭は急傾斜地であることや，天

然記念物指定以後約10年が過ぎ，露頭の風化が進んだ

ことなどから，周辺地の安全確保と指定露頭の再保存

のため， 1988年～1989年にかけて改修工事が行われた。

この工事の途中で崖面が大幅に削られ，新鮮な法面に

不整合面の形状や，葉山層群と三浦層群が連続的に現

れた（図2）。工事完了後は一部を残して露頭を吹き

付け緑化をすることもあり，筆者らはこの新しい露頭

の記載と化石資料の保存を行うことにした。今から5

年ほど前の調査ではあるが，この機会に本露頭の再記

載を報告することにした。なお，この調査で得られた

知見の一部はすでに報告した（平田ほか， 1993）。 図1.調査地点（．印）の位置図および調査露頭周辺

現地調査にあたっては，神奈川県教育庁文化財保護 の拡大図. a～d，観察できる不整合の露頭
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課，および逗子市建設課，同教育委員会，高幸工務店

の方々に大変お世話になった。ここに厚くお礼申しあ

げる。

露頭の記載

調査露頭の形状 ，今回調査できた露頭の形状は，幅

約30m×高さ約20mほどであり，法面の傾斜は約52°

である。露頭の中間で法面の方向が変わり，露頭東側

の法面 （図2）はう.J60・W方向で北北東向き，西側の法

面はEW方向の北向きである。東側法面の中央右手に

は2本の断層があり，これに狭まれた見かけの幅1～

3mの部分が落ち込んでいる。露頭の高度は東側法面

の最下部が海抜約9m，そこから高さ 6mおきに犬走

りが設けられた。

不整合面の形状，図3のスケッチにあるように葉山

層群と三浦層群との不整合面は，東側法面の東端中程

の高さから法面中央部下端にかけてみられる。不整合

面は浸食による凹凸やクサピ状に開いた割れ目のほか，

小断層による割れ目もみられるなど，不規則な形状で

lG 2日 3図 4園 5臼 6国 7白

0 5 
I . , , . Im 

標高

21 

15 

L 9 
m 

図2.「鐙摺の不整合」露頭スケッチ（凡例） 1：泥岩， 2：砂岩，3：磯岩， 4：スコリア質凝灰岩， 5：軽石質凝灰岩，

6：貝化石， 7穿孔貝巣穴痕.H：葉山層群，T：田越川砂磯岩層，Z：逗子層， D 崖錐性堆積物
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図3.調査露頭の全景 (1989年3月24日撮影）

貝化石の破片が密集している層厚 lm未満の細粒砂を

基質とした淘汰不良な磯層がある。この磯層は露頭の

中央東側の基盤の凹所で厚く，左右方向にアパットし

て薄くなる。貝化石はミウラニシキ（Chlαmysmiur-

Eπsis），モクハチミノガイ （Limαzushiensis），ア

キヤマツキヒガイ （Ammusiopectenαkiyαmαe）が

主体で，これらの二枚貝は殆ど全て片殻である （図5-

c）。また，単体サンゴ （Flαbellumsp.）も伴う 。

これらの化石類は不整合面のクサピ状の割れ目部にも

埋めこまれているが，その形は変形していない。その

ほか，ホホジロザメやムカシアオザメの歯・ヒゲクジ

ラ類の耳骨や肋骨なども産出した。この磯層の上には

層厚30cm程の員化石と砂磯のやや少ない暗緑灰色砂

質シルト岩層が重なり，さらに層厚 lmの暗灰色亙円

磯～角磯まじりの粗粒砂岩層に移り変わる。この粗粒

砂岩層にはワダゾコモシオガイ （cf.IndocrαSSαtellα 

oblongαtα）などの貝化石が点在する。その上位は

層厚約4mの灰色ないし風化で褐色を呈する粗粒砂岩

層が重なる。本砂岩層中には，層理の不明瞭な3枚の

結品質白色凝灰岩の薄層（AbートAb据）カ執まる。

本砂岩層とその上部に重なる泥質砂岩層との境界部に

は，スコリア質凝灰岩（Ab-3）が挟在する。この層

準の走向はほぼ東西方向，傾斜は30度北を示す。

泥質砂岩層（層厚8m＋）；；本層の下部1.5mは細礁

とスコリア粒混じりで，ギンエピスの一種（Ginebis

sp.）， タマキガイの一種（Glycymeris sp.）などの貝

化石が点在する。その上位には黄白色の軽石粒混じり

で， 7枚の結品質ないしは軽石質の凝灰岩層（Ab-4～

Ab 12）が挟在する。最上部には青～賞灰色の未発泡

な軽石層が挟在し，ギンエピスの一種や広葉樹の葉，

材木片の化石が産出した。

なお， 三浦半島北部にみられる基底磯岩層の田越川

磯岩層から上位の逗子層の年代については，ナノ化石

年代により鮮新世前期（約5Ma）と報告されている

（蟹江ほか， 1991）。

崖錐性堆積物とローム層（層厚6m+) ：露頭最上

部には， Ab-9凝灰岩層の直上を不整合面にして，下

位より層厚約 lmの崖錐性堆積物と，層厚2～3mの

褐色ローム層，層厚2m以上の腐植質で泥岩角磯混じ

りの表土が重なっている。崖錐性堆積物の下部は泥岩

角磯混じりの砂質粘土，この上半部はやや腐植質な凝

灰質粘土となっていた。
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まとめにかえて

天然記念物「鐙摺の不整合」露頭の改修工事に伴い

出現した崖面の記載をおこなった。その結果，不整合

面上の穿孔貝の巣穴化石や， 三浦層群に挟在する13層

の凝灰岩層の存在が新たにわかった。

不整合面上の穿孔貝の巣穴化石の存在は，不整合面

が潮間帯で形成されたことを指示する。また，クサピ

状に開いた割れ目の内部の表面にも穿孔貝の巣穴化石

がみられること，そこに埋めこまれている貝化石が変

形していないことなどから，この割れ目も三浦層群堆

積以前に潮間帯で形成されたと考えられる。なお，基

底磯岩層に含まれる貝化石が浅海帯に生息する種より

構成されていることを考え合わせると，この不整合面

はその形成時から三浦層群基底部の堆積時にかけて，

潮間帯から浅海帯に移行していったことがわかる。

なお，本露頭から産出した貝化石ついては現在，富

田 進氏（中央学院大学）が研究を進めている。また，

三浦層群に挟在する13層の凝灰岩層の存在は，「鐙摺

の不整合」の層準を明解にするための有効な資料と考

えられる。

三浦半島や房総半島に分布する第三系の形成につい

ては，丹沢山地を含めた伊豆－小笠原弧の構造発達史

を見据えた新しい視点で研究が進められている。この

ような展開の中で，「鐙摺の不整合」露頭を再記録し

地質学的資料を保存することは，葉山層群の堆積から

三浦層群の堆積までの地史的変遷を解明するうえで重

要な情報をもたらすと考えられる。また，神奈川県を

はじめ都市化の進行により露頭の消滅が著しい地域で

は，このような貴重な露頭の情報や資料を残すことは，

今後の研究に貴重な情報を伝えることで大変意義ある

ことである。
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図4.調査露頭の柱状図． （凡例） bk：黒，bn:褐，

dk: a音， gn：緑， gy：灰， w 白， y黄， pm:
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図5-a）図1のB地点における

不整合の露頭

-b) B地点の不整合面にみ

られる若手孔貝の巣穴化

石

-c ）図1のA地点の基底礁

岩層から産出したミウ

ラニシキ，モクハチミ

ノガイ，アキヤマツキ

ヒガイなどの密集標本
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図6.改修工事終了後の「鐙摺の不整合J露頭 (1992年7月6日撮影）
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箱根町湯本茶屋で出現した信濃屋火砕流と14c年代

袴田和夫 ・杉山茂夫

Kazuo HAKAMATA & Shigeo SUGIYAMA・14CAge of 

a Charcoal Wood from the Kornagatake Pyroclastic 
Flow Deposit, Hakone Volcano, Japan 

はじめに

平成2( 1990）年8月，箱根町湯本茶屋の旧家信濃

一男邸（信濃屋）の改築に当たり，土台から火砕流堆

積物と炭化木が発見された（図 1'2 ）。 火砕流堆積

物は，中央火口丘溶岩片を含むことから，箱根火山中

央火口丘活動期に噴出され，須雲川を流下したもので

あり，仮に信濃屋火砕流と呼ぶことにする。

この火砕流が何時の時代のものか，そして噴出した

火山がどれなのか特定できれば，箱根火山の活動史を

研究するうえで大変貴重な資料となるばかりでなく，

箱根火山の防災対策上も重要な基礎資料となる。

今回，この火砕流堆積物から採取された炭化木試料

について＂ C年代を測定したので，その結果を報告し，

若干の考察を試みる。

測定結果

測定値 17,920± 320 y. B. P. 

測定者 三菱金属中央研究所 図1：位置図 （女印）国土地理院5万分の1地形図

測定試料炭化した樹幹 （直径30cm，長さ175cm) 「小田原」

産 状火砕流堆積物中

採取日 1990年8月20日 その上に旧河床磯と新期外輪山溶岩の角礁を含んだ風

採取地神奈川県足柄下郡箱根町湯本茶屋27 化火山灰を挟んで火砕流堆積物が載る火砕流堆積物

北緯35° 13’30”，東経139° 5’57” の層厚は3mほどで，その上は新期外輪山溶岩礁を合

採取者．信濃一男，袴田和夫 んだ崖錐堆積物である。

なお，測定番号は付記されていない。

信濃屋火砕流堆積物

採取地点の概要 火砕流堆積物は，中央火口丘溶岩からなる大小の角

湯本茶屋は．箱根の玄関口である湯本から旧街道沿 礁とそのあいだ、を充填する細粒物質からなり，少量の

いに 1kmほとε上ったところに位置する台地である。 類質岩片を含む淘汰の悪い堆積物である。部分的に流

標高 165mであり，早Jllと須雲川の合流点（現標高 1 理構造が明確で，炭化木片を多量に含んでいる。

OOm）よりも 700mほと須雲川よりに入っている。 本火砕流堆積物の本質岩片は，最大粒径15cm，平

本地点の地質は，須雲川の河床 （標高 120m）から 均3cmで、あり，灰白～暗灰色を呈し，全体として発

比高16mまでは基盤岩類の須雲川安山岩類が露出し， 泡の程度は良くない。類質岩片は，最大12cm，平均
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2cm，灰～灰紫色である。異質岩片はほとんど含ま 文献

れていないが，黄土色の硫気粘土を含む。年代測定に 久野久， 1952. 7万5千分の l熱海図幅地質説明書，

用いた炭化木の周辺は，細粒物質が多く，本質岩片の 地質調査所，東京．

最大6cm，平均2cm，類質岩片は少ない。堆積物自 町田洋， 1971.南関東のテフロクロノロジー（ 1 ) ' 

体，かなり硬く鯵結しており，掘削は容易でーはない。 下末吉期以降のテフラの起源および層序と年

本火砕流は須雲川を流下したものであり，早川を流 代について，第四紀研究， 10,p.1-20. 

下してきたものが須雲川を逆流して湯本茶屋に達した 中村一明・松田時彦・守屋以智雄， 1987.火山と地震

可能性は少ない。宮ノ下から大平台，湯本，山崎にか の国，日本の白然l，岩波書店，東京．

けて連続的に見られる神山火砕流堆積物は，湯本早雲

寺裏の正俊で標高 140m以下で、あり，山崎付近で、現河 （袴田和夫 大涌谷自然科学館；杉山茂夫：神奈川県

床の下にかくれる。この火砕流堆積物は，湯本付近で 温泉地学研究所）

も直径60cmほどの黒色本質岩片を多量に含み，類質

～異質岩片の量は少なく，湯本茶屋の火砕流堆積物と

は岩相が明らかに異なる。

給源に関する若干の考察

約18,000年前に須雲川に火砕流を流下させた火山は，

本質岩片の岩相から中央火口丘の駒ヶ岳と考えられる。

駒ヶ岳は，久野（1952）によって溶岩円頂Eに分類

されているが，その活動史については，まだよく分かつ

ていない。山麓には溶岩流が何枚も流下し，溶岩堤防

や溶岩舞台の存在から，駒ヶ岳の主体は成層火山であ

ると考えられ（中村ほか， 1987），成層火山体の山頂

部に大型の溶岩円頂丘が形成された複成火山として認

識されつつある。

駒ヶ岳の東麓，芦之湯東方のテフラの露頭では，富

士黒土層の下位5m，中央火口丘軽石（CCP4）の

上位3mに，層厚70cmほどの火山角線を主とする爆

発角磯層が認められ，それに包含される炭化木片の

"C年代は18,000土 600y. B. P. (GaK-2367）と

測定されている（町田，1971）。町田(1971）によると，

本層はCCP7に相当し，駒ヶ岳溶岩の上位に広く認

められ，駒ヶ岳の成層火山体の活動時期よりは新しい

ことが判明している。また，角礁の淘汰が悪いこと，

発泡した本質岩片が含まれること，炭化木片を含むこ

と，黄土色の硫気粘土を含むこと，そして露頭の堆積

状態から降下火砕物としての爆発角磯層ではなく，火

砕流堆積物であると考えられる。

湯本茶屋の信濃屋火砕流堆積物は，芦之湯における

CCP-7と岩相や年代測定結果から同ーのものと考え

られ，駒ヶ岳火山の末期に噴出された火砕流と考えら

れる（図 3）。

最後に，外部への発表を許可していただいた平野富

雄神奈川県温泉地学研究所長に感謝いたします。

52 

図2 炭化木の出土状況

km 
0 3 
』＝司＝＝ま,d

図3：火砕流の流下経路
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丹沢の化石サンゴ礁について

門田真人・末包鉄郎

Notes on the Miocene Coral Reef from Tanzawa-Massif 
Masahito KADOT A and Tetsuro SUEKANE 

はじめに 群本谷凝灰岩層及び同相当層中にレンズ状に挟在して

丹沢山地に分布する中新世石灰岩の報告は，加藤 見つかるc筆者らの調査では丹沢地域では合言no地区
(1910）に始まり，半沢 (1931) はその中より大型有 31ケ所に石灰岩のレンズ状岩体を確認した。

孔虫群集・レピドシクリナ（ネフロレピジナ）化石 北部では加入道山（1418m）の山頂付近から谷筋

ミオジプシナ化石などを報告した。しかし，それらの にかけて分布し （図1），最大規模はBレンズ （KN-

石灰岩は転石の報告も含み露頭が確認されていない B）であり 全長500mに及ぶ。白石峠の名の由来は

ものも多い。筆者らは， 1978年から1992年にかけて丹 ここにある。しかし，その南側の深成岩体からの熱変

沢全域の石灰岩分布を追うとと もに並行して含有化 成作用の影響が大きく 古生物学的な情報が見つから

石の鑑定を進めたところ，明らかに亜熱帯域を指示す ないが，D,E, Fレンズ中には印象化石を確認でき

るサンゴ化石群集の存在を確認した。また， 1983年か る（相原， 1975；門田・末包， 1988）。

らは隣接地域へ中新世サンゴ石灰岩を求めて東海 南部ではJR御殿場線の松田駅から駿河小山駅にか

関東，中部地方へとフィールドを拡大した。

その結果，このサンゴ群集を含む中新世サンゴ石灰岩

は，南部フォッサマグナ地域のみに分布するという結

論を得た。このことは現プレート境界と古プレート境

界の関係を考察するー資料になるものと考えている。

本報告をするにあたり ，調査研究の方向を示唆して

いただき，かつサンゴ化石を同定していただいた放送

大学の波田隆士教授， 有孔虫化石について検討してい

ただいた埼玉大学の松丸国照教授，貝化石の同定をし

ていただいた神奈川県立博物館の松島義章博士，調査

の機会を与えてくださるとともにご指導いただいた横

須賀市立自然博物館の蟹江康光博士，王見生サンゴの採

取と同定に援助くださった串本海中公園センターの内

田紘臣博士，並びに東海大学海洋研究所西表分室の検

地洋之氏にお礼申し上げる。なお調査費の一部に文部

省科学研究費奨励B (No.05916020）と，神奈川県私

立中・高校長協会奨励研究費を使用した。関係各位に

厚くお礼申し上げます。

石灰岩概要

丹沢は新第三紀のグリーンタフからなる山塊で、ある。

丹沢地域のサンゴ石灰岩は，見上 (1976）の大山亜層

30U "' 

加人道山付近の品質石灰岩の分布
JIIKAJII (1961)に加筆、 門田・ 末包 (1988)

図1
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けての北側山間部に点在する（門田－末包， 1980 図

2に分布の東部分を示す）。 レンズの周辺は暗緑色凝

灰岩を主体とした火砕岩だが神縄逆断層の影響を受け

てかなり採まれている所が目立つ。そしてサンゴ化石

や，大型有孔虫化石を多産するのは，人遠（ HT),

滝沢（TK），萱沼（KY）レンズである。本報告

では人逮レンズについて詳細を述べる。ここはオウム

ガイ類化石（図42.門田・末包 1978）の見つかっ

ている地区でもある。

化石報告

有孔虫類

丹沢産の示準化石には底生有孔虫のネフロレピジ

ナとミオジプシナがある。両者は一般には石灰岩中に

共産するが，希に凝灰岩中にも見つかる。それら露頭

毎の産出状況を表1に示す。その中のモロト沢石灰岩

は有孔虫化石がlOOcm＇あ たりに3500個体も密集して

いるので（図41），ネフロレピジナの正横断面の定

方位薄片65枚を作り， 1杢芽室構造について計測を行っ

た。その結果， BLOWのNB帯に相当するものと判

明した（門田 ・末包 ・1978）。半沢 (1931），その結果

は，UJIIE(1973), MATSUMARU (1973）とも一致

し，石灰岩の年代は中新世前期末の15Ma頃と言える。

石灰藻類

また本地域に産する石灰藻化石も，有孔虫化石やサ

ンゴ化石とともに石灰岩を構成する主要メンバーの一

つである。この石灰藻についてはMIKAMI( 1962）の

産地報告がある。筆者らはまだ丹沢全域にわたる詳細

な調査はしていないが，層状，樹校状，球状の形態で

頻繁に産出するのを確認している。

サンコ類

造礁性サンゴ化石の同定については，本邦産中新世

化石の報告が希少なため， 千葉県沼産サンゴ （完新世）

他現生種を模式種として進めた。その結果， 20を越え

る属種を確認できた（門田 ・末包 ・中山 －浜野，1981)

この中で，完全個体をもっとも多産する人遠第一レン

ズ（HTl）については，現生種をもとに継続して同定

を進めた結果， 40種類以上を確認した （表1' 2 ）。

それらはいずれも現生サンゴ礁に普通に見られる群

体サンゴである。中でも最大のものは， 60cm四方もあ

るショウガサンゴ群体で，生息した状態で火山灰に埋

もれたようすが観察できる（図6-1）。一方キクメイ

シサンコ守は40c皿四方の群体もあり（図56），風化面

に直径lc回程度の菊目模様が並列し美しい。

またミドリイシ類は頻繁に見つかるものの，骨格化

石のみで， 種の同定は極めて困難である。現生沖縄産

ミドリイシ類は35穫に及んでいるのに対して，丹沢産

化石では確認できたのは4種である。同様のことがハ

ナヤサイサンゴ類などにも言えるので，今後同定に関

する新しい精査方法を開発する必要がある。またアオ

サンゴは，太校状群体として見つかるが，稀には塊状

群体もある。現生のアオサンゴは，熱帯 亜熱帯地域

にのみ生息しており ，現生サンゴで有名な和歌山県串

本海中公園，高知県竜串海中公園には生息していなしミ。

~足柄層 GE] 本谷川層·~器市議 e 石灰岩レンス

図2.丹沢山地南部に分布する石灰岩（門田 ・末包， 1993)
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南部フォッサマグナ地域のサンコ化石

丹沢の調査と並行して，1982年から関東，東海全域

の中新世石灰岩に含まれる底生有孔虫化石とサンゴ化

石を採取して検索した。 その調査地は次の通りである。

岐阜県 ・瑞浪。静岡県 －女神，竜爪山，伊豆半島。山

梨県 ・河口湖，御坂，道志，大月 ，櫛形山，桃の木，

芦安，小武川。埼玉県・秩父，群馬県・虻田，神奈川

県・葉山，久里浜。千葉県 ・館山。

丹沢石灰岩の特徴は，有孔虫ネフロ レピジナーミ オ

ジプシナ群集と造礁性サンゴ化石が共産するところに

ある。同様な石灰岩は女神，伊豆，大月 ，河口湖，久

里浜にも見つかる（図3）。

この中で女神産の石灰岩は中新世の岩体としては最

大規模で，かつ造礁性サンゴを多産し，熱帯気候の指

標となるアオサンゴもあり ，種類も豊富で、保存も良好

である （門田 ・末包， 1985）が，この岩体は，周囲の

地質構造と不調和である（中森 ・井龍－笹沢・森，

3 5 ° N 

女神． 

神縄断層

1991)ので私たちの調査した久里浜産石灰岩とともに

異地性であると考えられる （門田 －末包・蟹江， 1988）。

大月，河口湖，道志 （桜井峠），伊豆の石灰岩は凝

灰岩中にレンズ状小岩体として挟在し，凝灰岩の円礁

を若干含有しているなど丹沢石灰岩との共通点が多い。

丹沢化石サンゴ礁の意義

熱帯～亜熱帯気候を指示する化石群集を含む石灰岩

が南部フォッサマグナ地域に限定されて分布している

ことは，プレートテクトニクスの立場で解釈すれば次

のようになる。

中新世の中期頃，より南方にあった丹沢地塊の周辺

では，海底火山活動の静隠期に， 火山島の周囲にサン

ゴ礁が形成されていた。そして， 丹沢地塊一帯はフィ

リピン海プレー トの先端に乗って伊豆半島に先行して

北上してきたと考えられる。藤の木 愛川構造線はこ

の時期のプレー ト境界である。そして，後に伊豆地塊

5 0 km 

図3.中新世礁性石灰岩 （・）の分布 （門田 ・末包 ・蟹江， 1988).
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表 1.丹沢産サンゴ化石（第三紀中新世前期末）

［学名］ ［和l 名］ ［産 地］

HYDROZOA ヒドロtll綱
JIILLEPORINA アナサンゴモドキ目
Millcporidac アナサンゴモ ドキ科
0 J'i/ Jepora dic/JotoJl!a Forsskai アナサンゴモドキ
0 J'i/Jep口五タ p/atypy/Jallemprich et Ehrenbergイタアすりンゴモドキ
0 J'i//epor sp. アナサンゴモト‘キの｛rjr問 l・．．

 
．．．
 

A N T 0 Z 0 A :/E.rtl綱

OCTOCORALLIA 八放サンゴ!IE綱
llelioporidae アオリンゴ宇｝
0 //eliopora coeru/ea(l'allas) アオリンゴ
HEXACOH.ALLIA 六放リンゴllE綱
SCLERACTINIA イシ・サンゴ目

ASTROCOENIIDA ・ ・ ー…ー・ ー・・…・・……・・・・ ムカシリンゴヨE日
Astorocoeniidae ムカシリンゴ科
0 Sty/ocoenie/ la gfl，四 then・ Das sett Smith ムカシリンゴ
0 Sty/ocoPnie//a arJl!at;;¥Ehr巴nberg) ヒメヒメムカシリンゴ

0 Sty/oρ•/Jora pisti/Jata¥Esper) ショウガサンゴ

Poci l l opor idae ハナヤリイザンゴ科

0 /'ocf/ Jopora sp. A ハナヤサイーリンゴの開A
0 Foci/Jopora sp. D ハナヤサイリンゴの仲目B

Acroporidae ミドリイシ科

0 tfcrpora sp. A ミドリイシの十jrj[[]/¥. l・1・1・
0 tfcrpora sp. D ミドリイシの仲間lB I ｜・
0 tfstreopora sp. アナサンゴの仲間 I ｜・
0 J'ontipora sp. コモンサンゴの仲間 ｜・ i・l・

FUNGI IDA …一一……・・・・……… ・・・・・0・クサピライシ!IE目…・0・ … ー・I.. I I 
Poritidae 

0 Forftes sp. A 
0 /'orites sp. D 
0 Coniopora sp. 
0 d/veopora sp. 
Siderastreidae 

0 Coscinaraea sp. 
Agariciidae 

0 Favona sp. 

ハマサンゴ科

ハマーリンゴのや111111A
ハマリンゴの仲間B
ハナガリサンゴの仲間
アワリーンゴの付1no
ヤスリ ザンゴ科
ヤスリサンゴの仲間
ヒラフキザンゴ科
シコロサンゴの｛rjr問］

・｜・

．
 

．．．
 
．
 

・｜・． 

．
 
．．
 ．．．． ．．
 
． 

Locality XY：茸7(1 TIT：人迷 TX：滝沢

． 
が本州に接合した時期にフィリピン海プレー トとユー その2.東海紀要， 15 B. 17 58 . 

ラシアプレートの現在の境界，すなわち相模トラフ ・ 門田真人 ・末包鉄郎，1978.丹沢山塊南部産中新世オ

国府津一松田断層 ・神縄断層 ・駿河トラフが形成され ウムガイ類．地質学雑誌， 84,(12):739 741. 

たと考えられる。このことは新妻 (1987）がサンゴ化 門田真人・末包鉄郎， 1980.丹沢に分布する石灰岩そ

石以外の資料をもとに提唱した南部フォッサマグナに の3，サンゴ化石．東海紀要， 17 153-185 

おける海陸分布の変遷を支持するものである。 門田真人・末包鉄郎・蟹江康光， 1988.三浦半島の中

新世礁性サンゴ化石.Sci. Rept. Yokosuたα

文献 City Mus., 36:11-18, pls. 1-2 . 

相原延光，1975.丹沢山地北部の地質(1）.神奈川地学， 半沢正四郎， 1968.大型有孔虫.300pp.朝倉書店．

6(l)p. 3-8. 加藤鉄之助， 1910.相模国山北付近地質調査概報．地

門田真人・末包鉄郎，1978.丹沢に分布する石灰岩， 調報告， 18: 47-73 
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表2

」色~＇
I KY HT Ti・ 

FAVIIDA … ・・・ー・0・…… ・・・・・・・ υ ……......キクメイシ亜日－ ー し・ • •• ・

Ocu!inidae ピワガライシ科

0 Ca/axes sp. アザミリンゴのi<l'll日
Pectiniidae ウミノ〈ラ科

0 Ee/Ji.刀op/Jy/Jiasp. キッカサンゴの{iiiIHJ 
0 Fectinia sp. ウミノ〈ラのやl1llrJA
0λ？ysoμ』'YIノiasp. ウミノ〈ラの｛1!1fl¥]B

llussidae オオトゲサンゴ科

0 Lobopby/Jia sp. ノ、ナプfタサンゴのHrm 
0 の叩・'arinaJacymalis ( Milne←Edward ct llaimc）コノ＼ナガタリンゴ
0 Sympby!Jia radio.刀sMilne-Edward ct llaimc ダイノウリンゴ
llerulinidae リザナミリーンゴ科

0 J!ydnopbora sp. イ7j（リンゴのや111m
Faviidae キクメイシド｝

0 Favia speciosa(JJanaノ キクメイシリンゴ

O Favia be/iantboides 'l'e 11 s ウモレキクメイシ

0 J'ontastrea ma1;切Jste/JataChevalier オオマルキクメイシ

0 J'ontas/Fea c111ta(l)anu) 7ルキクメイシ

0 Flesiaタtreavers1pora(Lamarck) 工1？ ルキクメイシ

0 Coniastrea sp. コモンキクメイシの仲間

0 FJaty!(yia IYt.必yuens'is(Yabeet Sugiy日n1日） ＇）ュウキユウノウfン1

0 Fla/J'!f.YIB sp. ノウリーンゴのHr.:J
0 Leptastrea sp. ルリサンゴの｛1!1IHJ 
0 の少•bastrea micropbt/Ja/ma (Lamarck) トゲキクメイシ

0 C.rpbastrea cシl;a/cJ・dieum (Forsska I) コトゲキクメイシ

0 のpbastreasp. トゲキクメイシのj1[11JIJ

O Fovites /JH!icora (Ehrenberg) マルカメノコキクメイシ

0 Fovites sp. カメノコキクメイシ町附

O Coeloseris mayeri Vaughan ヨロンキクメイシ

O ,./cantbastreo bi/Joe iel Is オオトゲキクメイシ州R
CA RYOPllYLLIDA －…... －－－一ー チョウジプfイ頂ir=1 

Caryophy!liidae チョウジガイ科

0 E11pby/Jia sp. ナガレハナりンゴの仲間｜ ｜・

DENDROPilYLLIIDA …ー一……－ ・… ・ーー ・...・ キリンゴヨE日 ・・・ 0・H ・…・・l I 

Dendrophy 11 i idae キザンゴ不｝

0 JJendoropy/Jia sp. キリンゴの仲間

． 

． 
．．．．．． 
． 
．．．．．．．．．．．．．．．． 
－ 
． 

． ． 

． 

． 

． 
． 

－ 
． ． 

名］［布l名］［学

． 
KY：萱1科

． ． 
TX：滝沢ITT：人迷

亨 ・井龍康文－笹沢教一 －森啓， 1991 静岡

県掛川地域の中新統女神層に含まれる異地性

石灰岩岩体の起源．地質学雑誌， 97(12):987 
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新妻信明， 1988. 南部フォッサマグナにおける海陸分

布の変遷．化石，（43):2-5. 
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図4

1. Clust巴redNephrolepidina sp. in lim巴ston巴 3.Polites sp. exchanged by Manganese 

(Locality: Moroto-zawa, Riv巴rof southern minerals in marble. (Locality: E-lens of 

Tanzawa) marble in Mt. Kanyudo, north巴rnTanzawa 

2. Nautiloiclea, (Locality: Hitodo of Mrnase- Scale bar: 5mm) 

gawa, southern Tanzawa. Scale bar: 2mm) 4. Cuηαs sp. (Locality: Mt. Kanyudo, northern 

Tanzawa. Scale bar: 2mm) 
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図5

1. A polish of Helioporαcoeruleα（PALLAS) 

(Locality: No.I lens of Hitodo, Minase-

gawa, southern Tanzayva. Scale bar: lcm) 

2. Cyphαst reαsp. (Locality: No.l lens of 

Hitodo, Minase-gawa, southern Tanzawa. 

Seal日 bar:2cm) 

3. Pocilloporαsp. (Locality: No.I l巴nsof 

Hitodo, Minase gawa, southern Tanzawa 

Scale bar: 5cm) 

4. take a close up of 3. This genus is charact 

巴nzedby not possession s巴pta,(Seal巴bar・

1 cm) 

5. Coeloser内ismαyeri VAUGHAN. The seal巴 of

colony is 20cm. (Locality: No.l lens of 

Hitodo, Minase-gawa, southern Tanzawa 

Scale bar: lcm) 

6. Fαviαspeciosα（DANA). The scale of colony 

is 40cm. (Locality: No.l lens of Hitodo, 

Minase-gawa, southern Tanzawa. Scale 

bar: lcm) 
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図6

1. The W巴atheringfeature of Stylophora 

pistillαt (ESPER). Th巴 seal巴 ofbig colony 

is mor巴 thanlm. (Locality: No.1 l巴nsof 

Hitodo, Minase-gawa, southern Tanzawa) 

2. Thin section of 1. (Scale bar: 2mm) 

60 

3. Thin section of Acroporαsp. (Scale bar: 2mm) 

4. Thin s巴ctionof Hydenophorαsp. (Scale 

bar: 2mm) 

（東海大学付属相模高等学校・地学）
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横浜市南西部，港南区上永谷の下末吉層から

産出した古生物

松島義章・小泉明裕

Y oshiaki MA TSU SHIMA & Akihiro KOIZUMI : Occurrence 
of Fossil Deer and other Vertebrate Fossilsfrom 

the Last Intergracial Strata, Shimosueyoshi Fomation, Yokohama 

はじめに 化石産出地点と層準

横浜市南西部では都市計画道路環状2号線の工事が シカ類などの化石の産出露頭（図 1）は，幅約20m

各所で進められており，ここに報告する露頭は港南区 ×高さlOm弱， N60°W方向の北向きで，法面の傾斜

上永谷6丁目にある上永谷工区で， 1989年から1992年 が50度ほどあった（図2' 3 ）が，現在では工事の進

にかけて行われた工事に伴い出現したものである。 行に伴い消滅した。産出露頭には，形成年代を異にす

この付近は柏尾川の上流域にあたり，更新世中期以 る3層が認められ，下位から上倉田層，下末吉層，新

降の上倉困層，下末吉層などの地層が露出している。 期段丘堆積物となる。各層の特徴は次のようである。

下末吉層は最終間氷期の模式層として知られ，この付 a.上倉困層，上位層に谷埋めの不整合で覆われて．

近に分布する下末吉層は，当時の相模湾北東部の湾最 露頭の東と西に一部が顔を出している。層厚は2m以

奥部にあたる。これまで本地域の下末吉層の古生物に 上で，生物擾乱の発達した賞灰色細粒砂層からなり ，

関しては，花粉 ・大型植物遺体 ・軟体動物などについ 泥質で層理の発達した部分や細磯サイズの軽石粒を含

て若干知られているのみである（関東第四紀研究会 1 む部分も見られる。

1974など）。 b.下末吉層 ，標高29m以下で、は， 上倉田層を谷埋

1990年8月，地元の人が本露頭に現れた貝殻と動物 めの不撃合で夜う。厚さl～3mの黄灰色～緑灰色の砂

の骨を見て縄文時代の貝塚遺跡ではないかと思い，横 磯混じりの凝灰質砂泥層からなる。露頭中央部の西側

浜市の文化財課へ調査依頼をしてきた。そこで横浜市 に下る小規模な侵食面が認められ上下2層に分けられ

文化財課の広瀬氏と松島が現地へ行き調べたところ， る。この面の上下にはそれぞれ2枚，計4枚のテフラ

貝塚遺跡、ではなく ，貝化石からみてこの付近の地形面

をつくる下末吉層の露頭で，動物の骨はシカ類の下顎

骨化石〈標本A）であることがわかった。一方，小泉

は1989年11月から本露頭の地質調査を始めており，す

でに本露頭から軟骨魚類シロワニの歯化石（標本E)

を得ていた。シカ類の下顎骨化石 （標本A）の産出を

知らされた小泉は，標本の産出状態を調べるため1990

年8月再び現地を訪れ，その下顎骨のキャス トが露頭
に残っているのを確認し，その脇に遊離した上顎歯

（標本B）を見い出した。その後，筆者らは1991年11 

月にかけて再調査を行い，シカ類種子骨（標本C）と

へピ類脊椎骨（標本D），軟骨魚類シロワニの歯化石

（標本F）の追加標本を得た。ここには今回骨化石の

産出した露頭の記載と産出化石の概要を述べる。

図l 化石産出地点（×印）．国土地理院1/25000地形

図「戸塚」の一部を使用
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を挟在する。これらのテフラの詳細は略すが，高温型 内湾性の貝化石とベージュ色の細磯サイズの軽石粒を

石英を斑晶に含む両輝石型の重鉱物組成を示すテフラ 含む厚さ0.5m の暗灰色砂質泥層がある。シカ類下顎

を含むので，町田ほか(1974）にもとずき，大磯丘陵 骨などの骨片は，この砂質泥層から産出した。共産す

の土屋ロ ム層上部層の鍵テフラに対比される見込み る貝化石は，大半が石灰質の溶け去ったモールドで、あつ

である。 たが，ハイガイ，マガキ，オキシジミ，ウミニナ，イ

62 

標高29mより上位には，粗粒砂層の薄層を挟んで， ボウミニナ，アラムシロガイなどの湾奥の潮間帯を示

種 名
層準 下 上

GASTOROPODA 
Patelloida pygmaea signata (Habe) 。
Lune/la coronata coreensis (Recluz) 。
Cerithideopsi Ila djadjariensis (Martin) 。。
Cerithidea cingu/ata (Gmerin) 。
Battillaria zonaris (Bruguiere) 。
Battillaria multiformis (Lischke) 。。
G/ossau/ax didyma (Roding) 。
Reishia clavigera (Kuster) 。
>litrella bicincta (Gould) 。
Pollia mollis (Gould) 。
Niotha Jivescens (Phi I ippi) 。
Reticunassa festiva (Powys) 。
Ringicu/a (Ringiculina) doliaris Gould 。
PELECYPODA 
Scapharca subcrenata (Lischke) 。
Teg i 11 area granosa (Linnaeus) 。。
>lusculista senhousia (Benson) 。
Ano11ia chinensis Phi I ippi 。
Crassostrea gigas (Thunberg) 。。
Anodontia stearnsiana Oyama 。
Trapezium (Neotrapeziu11) I iratum (Reeve) 。
>leretrix lusoia Roding 。
Cycl ina sinensis (Gmel in) 。
Dosinel la penici I la ta (Reeve) 。
Rudi tapes phi I ippinaru• (A. Adams et Reeve) 。。
>lactra veneri form is Reeve 。
Pillucina pisidiu• (Dunker) 。
Paphia (Neotapes) undulata (Born) 。
Rae tel /opus pulchel /us (A. Adams et Reeve) 。
>1aco11a incongrua (Martens) 。。
>loerella rutila (Dunker) 。
>loerella iridescens (Benson) 。
Arcopag i a (Keri sea) di aphana (Deshayes) 。
Theora fr・・agiI is A. Adams 。
注） 産出頻度 。：多い O：普通 o：少ない

表1 横浜市港南区上永谷の下末吉層産貝化石リス ト

和名

ツfミγィ
スγィ
カウ7イ
へH•J
ィrウミこす
ウミニナ
ツメ夕方。イ
イホーニシ
ムキーγィ
ヒメヨウラクYイ
ムシロγィ
7ラムシロ；γィ
マメウラシマ

IJ ＇~＊ ＋ゥγイ
ハイ；~·イ

ホトトドスYイ
ナミマγシヮγイ
マγキ
イセシラYイ
ウネナシトマ＂~＋イ
ハマグリ
オキシγミγイ
ウラ力γミγイ
7ザリ
シオフキγィ
ウメノハナγイ
イヨスゲレγイ
チヨノハナγイ
ヒメシラトリγィ
1ウシォγィ
手リザ’クラYイ
イチョウシラトリγイ
シス．クYイ
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乙心

図2 調査露頭全景．スケ ル（右手 1 m）の直下の位置がシカ下顎骨産出地点

36m 

牛＝ SE

30 

~ 1p m口1 日 2 図 3 図 4 図 5 固 6 ~7 ~8 日9 函10
図3 産出露頭のスケッチ. a 上倉困層， b 下末吉層， c 新期段正堆積物 l風化火山灰（AA型ロ ム層） ; 2：凝灰質またはAW型ローム層，

3：暗色帯， 4：未風化火山灰， 5 ゴマシオ状（遊離斑晶） ; 6：軽石， 7：スコリア， 8；泥炭質， 9：著しい生物擾乱； 10：マガキ礁， A～F 脊椎動物化

石の産出ポイント（A:シカ類下顎骨， B シカ類上顎歯； C シカ類種子骨； D ヘピ類脊椎骨， E・F 軟骨魚類シロワニの歯）



す干潟群集構成種よりなる（表1＇ 下層準） 。さらに

植物の果実化石のコナンキンハゼSα.piumsebijerm 

(L.) ROXB. var. pleistoceαcαMIKI，センダン

Meliαsαzedαrach L. を産出した。

この砂質泥層の直上にはマガキのカキ礁が点在し，

カキ礁から上位には層厚2.5m＋の青灰色シルト層が

ある。シル ト層の下部は，ウ ミニナ類と両殻が揃った

ハイガイ．ヒメシラトリが目立ち，十脚甲殻類のヤマ

トオサカ”ニ Mαcrophthalmusjα.ponicus (de HA 

AN）や，イシガニ Chαrybdis( C.) jα：ponicα（A. 

MILNE EDWARDS）が産出した。

シル ト層上部の標高31m付近は， 貝化石が密集し円

磨された軽石粒を含む泥質砂層となる。ここからは軟

骨魚類シロワニの歯化石が産出した。共産する貝化石

はウミニナ，アラムシロガイ， アサリ，ウメノハナガ

イ，ヒメシラトリガイなど干潟に生息する種と，ホト

トギスカ、イ， ウラカガミガイ，イヨスダレ，チヨノハ

ナガイ，シズクガイ，イセシラガイなどの内湾の潮下

帯泥底に生息する種など，多種にわたる （表l，上層

準）。その中で，潮下帯に生息する種はいずれも両殻

が揃い現地性堆積を示す。

c.新期河成段丘堆積物， 下末吉層を3m以上侵食

して覆う層厚l～4m＋の凝灰質粘土～磯質砂層。 本

層は，図3のスケッチの範囲の北西端から 1/3の所

で2つに分けられる。しかし，ちょう どその部分は砕

石によって覆われていて直接の接触状態を確認するこ

とができなかった。北西側の本層は，風成の新期ロー

ム層に整合に覆われている。南東側の本層は，砂磯層

が，歯根は一部破損している。歯冠の近 遠心面には

前後の臼歯との接触面があり，臼歯の前業が後葉より

もやや幅広い。歯冠長19.2mm，歯冠幅19.0mm。

左下顎骨は，第3前臼歯（P，）から第3大臼歯（M,)

の植立した，オトガイ孔より遠心側が保存されている。

p，の近心端，下顎角，筋突起の一部が欠損している。

このほか， P2の遠心頬側破片が残されている。下顎

体の表面の骨質は，露頭が出来て以後の風化作用を受

けていて，大部分が一皮むけている。臼歯の計測値を

表3に，左下顎骨計調lj値と現生標本との比較を表2に

示す。計調IJ部位は， DRIESCH(1976）を参考にした。

本標本は，下顎体が細いなどの特徴や，歯頚線の出

現と臼歯の唆耗の状態から，大泰司(1980）にもとずき，

約4歳の雌成獣のものと推定される。

現生種エゾシカ Cervus(Sikα） nip.poηyesoensis 

雌老獣（北海道産），ホンシュウジカ C.(S.）ηippoη 

central is雄成獣（丹沢産）や， SHIKAMA,(1949）の

文献による化石種ニホンムカシジカC.(Nipponicer 

vus) praenipponicus （栃木県葛生産）と予察的に

比較したと ころ，本標本は，現生穫と比べて，下顎体

の長さや臼歯の大きさの割りに，槽問縁が短く，下顎

枝が大きく ，筋突起が前後に長い。つまり，下顎骨が

全体的に重厚でがっしりしている点に特徴がある。

この，現生種よりも頑健なっくりであるという特徴

は，市原化石ジカ研究グループ(1994）が記載した，ニ

ホンムカシジカにおいて，頭蓋骨や四肢骨などの部位

についても知られていることである。

ここでは，本標本はニホンムカシジカに最も近いも

の部分が厚く，上位を覆う風成の新期ローム層との境 のと考えておく 。

界は犬走りの所に位置しており不明瞭であるが，一部

侵食面も見られた。すなわち，北西側の本層は立川ロ

ム層堆積期で，南東側の本層はそれより以前の若干古

い時期のものと考えられる。

シカ類化石

Cervus sp. 

標本B（図4 Bl～B3, KPMG-11557）・左上顎第

2大臼歯，標本A（図4.Al～A3, KPMG-11556) 

左下顎骨，標本C（図4.Cl～C2, KPMG 11558) 

種子骨の3標本からなる。標本B・Cは，標本Aから

それぞれ120cm 150cm右手のlOcm下から産出した

（図2・3）。標本AとBはH交合するので同じ個体に由

来したものとみられる。

左上顎第2大臼歯（M＇）は，歯冠はほぼ残っている
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2 

図4 シカ類下顎骨の計測位置

Cr: Coronian , Goe: Gonion caudale , 

Gov: Gonion ventrale 

Cr 



標本（も付l持続値，単位nm)例議6 Yf ~5＝~2才15 NJ~18v才－~No，計調暗日位

l下顎骨全長 190+ 225 221 
2 下顎体長 Goe－オトYイ孔 178 192 191 
3下顎体長 Goe－臼歯デl随心端 58 61 64 
4下顎体長オトfイ子レ臼歯デIii斤心端 24 35 29 
5下顎枝長 74 80 81 
6下顎枝最小前後長 37 32 30 
7下顎枝高 Gov-Cr 115 124 125 
8筋薙E最小百リ後長 22 17 15 
9 臼歯F脹 93 e 96 97 
10小臼歯列長 37 e 36 37 
11大臼歯列長 56 60 60 
12下顎体高小臼歯近心端で、の 19 21 23 
13下顎体高大臼歯近心端での 26 27 26 
14 I :'IR仲間 M3近心端での 29 34 31 

表2 シカ類下顎骨，計測値と比較

従来のシカ類の分類は角に基ずいて行われているた

め，下顎骨や四肢骨のみからその分類群の特徴を識別

できた報告はほとんどされていない。今後さらに詳細

な比較検討をする必要がある。

ヘピ類化石

Elα.phe sp 

標本D（図4.D1～D4, KPMG 11559）・ほほ完全

な脊椎骨で，車車突起の背側半と右前関節突起の先端を

欠く 。最大前後長（前後関節突起間）6.8mm，全高6.0+

mm，前関節突起間幅8.6mm，後関節突起間隔6.8mm。

へど類の脊椎骨の大きさは，頚・尾部を除き，胴体

部分は中央部が僅かに大きくなるがほぼ同大である。

今回比較した体長lm強のシマヘピの胴体中央部の椎

骨に比べ，本標本はそれより一回り大きい。従って，

本標本を保持していた個体は，体長 lmを上回るもの

と考えられる。体長が普通 lm以上になる種類のなか

で本州に生息する種は，ヘピ科（Colubridae)Elαphe 

P吉 P4 MT M玄 Mす
歯冠長（映合面長） I 13. 1 13. 6 15. 0 18. 4 23.0 
歯窟隔 I 7. 7 9. 2 10. 5 12. 0 11. 3 
歯冠高（舌侭匝） I 10. 1 11. 3 10. 4 15.4 21. 8 

表3 港南区上永谷産，シカ類下顎歯の計測値

標本E（図5.12～13,KPMG 11560），標本F（図5

14～15,KPMG-11561) 2っとも左上顎前歯。頬側

歯冠高は（E:20.6,F: 18.2mm），舌側歯冠高は（E:17.9, 

F: 16. lmm）。切縁は歯頚線の2～3mm上から始まってい

て鋸歯はない。近心側面からみて歯冠は緩く S字に湾

曲する。側部に高さ約2mmの1対の小尖頭を持つ。な

お，標本Fの小尖頭の内側にはさらに l対の微少な

（高さ0.2～0.5mm）尖頭があるが， BASSel al. (1975) 

を参考にすると，これは種内変異と考えられる。

シロワニは，南関東の更新統において下末吉期に産

出が知られているのみであり （蟹江，1985，小泉，1993),

今回の標本も下末吉期のものである。

属のシマヘビとアオダイショウ， Rhαbdophis属の まとめにかえて

ヤマカガシである。本標本は長く発達した下突起がみ 今回報告した骨化石は，海成層から産出したもので

られない点で，ヤマカガシとは異なる。現時点ではア あるが，陸生のシカとヘビ化石には破損や摩滅がほと

オダイショウと比較できていないので，ここではElαー んどみられず，保存がよい。とくにヘピの脊椎骨化石

phe属にとどめておく。 のような小さくて壊れ易いものが残っていた条件のひ

とつには，骨化石包含層が海成層の基底泥質層であり，

シロワニ化石 海進によって溺れ谷の埋積が急速に行われたためと恩

Eugomphodus tαurus (RAFINESQUE) われる。ヘピ化石はこれまで，日本では洞窟堆積物以
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図5 1～5ヘピ類脊椎骨（標本D,KPMG 11559):1前面， 2後面， 3・背側面； 4・腹側面； 5・右側面・ 6～8：シカ類

左上顎第2大臼歯（標本B,KPMG-11557) ; 6：・舌側面； 7頬側面； 8・岐合面.9～11；シカ類左下顎骨（標

本A,KPMG-11556）‘ 9：舌側面， 10：頬側面； 11校合面.12～13：シカ類種子骨（標本C,KPMG 11日8)

12.外側面， 13：内側面， 14～19：軟骨魚類シロワニ左上顎前歯（14～16：標本E:KPMG 11560 , 17～19：・標

本F:KPMG 11561) 14・17：頬側面， 15・18：舌側面， 16・19：近心側面．右上のスケールは5mmで， l～5に

共通，左中のスケールは50mmで， 6～13に共通，左下のスケールはlOmmで，14～19に共通．
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6 

図6 1：スガイ ，2：へナタリ； 3カウアイ， 4ウミニナ ，5イボウミニナ， 6・ツメ タガイ ，7イボニシ， 8：ムギガ

イ， 9ヒメヨウラクガイ， 10：・ムシロガイ； 11：アラムシロガイ； 12：サルボウガイ， 13：ハイガイ， 14：ナミ

マガシワガイ，15：ウネナシトマヤガイ， 16：ハマグリ ，17：オキシジミガイ， 18：ウラカガミガイ； 19：ヒメ

シラトリガイ，20：テリザクラガイ．左中のスケールはlOmmで， l～11,20に共通， 右下のスケ ルは

lOmmで， 12～19に共通．
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神奈川自然誌資料（16) 69～72, Dec. 1994 

横浜市磯子区の完新統から産出した

イノシシ頭骨化石について

大島光春

Mitsuharu OSHIMA: A Fossil Skull of Wild Boar 

(Sus; Mammalia, Artiodactyla) from Holocene, 

at Isogo-ku, Yokohama. 

はじめに

神奈川県産のイノシシ化石は報告例が少なく，頭蓋

骨がほぼ完全な形で産出した例は，久里浜の完新統産

(SHIKAMA & HASEGAWA, 1965）のみである。

本稿では，完新統桜木町層から産出した，イノシシ頭

蓋骨化石をニホンイノシシと同定し，記載した。

本稿をまとめるにあたり，横須賀市自然博物館の

蟹江康光氏には，比較のために久里浜産のイノシシ化

石を見せていただいた。神奈川県立博物館の松島義章

博士には，本標本の産出地および産出層に関する情報

を提供していただいた。記して感謝いたします。

ORDER: ARTIODACTYLA 

SUBORDER: SUINA 

FAMILY: SUIDAE 

GENUS: SUS LINNAEUS 1758 

Sus scrof1αleucomystαx TEMMINCK, 1842 

原記載ー TEMMINCK, 1842, Siebold's Fαμηα 

Jα:poη，Mαmm. p. 6 

標本

神奈川県立博物館標本番号 KPMG6468

（イノシシ頭蓋骨化石）

産出状況

採集年月日 1976年12月20日

採集位置横浜市磯子区磯子町金蔵院山門前

35' 24’21" N, 139° 37' 24" E （図 1) 

標高。 0.3～0.4メートル

産出層．完新統桜木町層

岩質 シルト質泥岩

本地点は厚い泥岩層の発達する沖積低地と，その背

後の台地との境界付近に位置し，泥岩層中には台地を

図1.産出地位置図

（国土地理院1 25000地形図，戸塚，本牧より作成）

構成する上総層群のシルト岩礁を頻繁に含む。

年代 本標本の産出層準の年代は不明であるが，約3

メートル下方の，標高－2.3メートルから産出したイタ

ボガキの＂ C年代測定値は， 6090±100y.B. P. (N 

2847）である（松島， 1979）。

共産化石。カガミガイ，ヒメシラトリ

記載（図 2' 3) 

保存状態は良く，若干背腹方向に圧縮され潰れてい

るが，大きな変形，破壊は受けていない。失われてい

るのは，吻部の左右鼻骨および右切歯骨と，左右の頬

骨弓後部，後頭頼付近の4箇所である。

歯列のうち，残っているのは右がc（歯槽中）， P' 
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M＇で，左がI,,I 2 ~ 3の歯根， p'-M＇である。ただし ，

左右のP1-2，右のP＇お よび左右のM＇にはエナメル質

が残っていない。さらに，左のP＇の舌側，左右の M'

の近心側も壊れている。左右の頬歯がほぼ同じように

壊れている。

鼻骨があまり丸みを帯びず， 上顎骨との縫合線付近

が角張っている。 前頭骨は鼻骨の後方から直線的に幅

が広がる。限寓上溝は浅くはっきりしない。環状縫合

はほぼ完全に癒合している。頭頂骨の側頭線は顕著で

あるがエッジは鋭くはなく，やや丸みを帯びている。

左右の側頭線の聞は狭く，項稜の直前でややきつく曲

がる。項稜は標準的な大きさで，あまり湾曲せず，左

右の端は薄くなって側方に張り出している。上顎骨か

ら頬骨弓への張り出しは， やや前方からではあるが，

標準的といえる程度である。犬歯の付け根の翼状の突

起も，成獣のオスでは標準的な大きさといえる。上顎

骨は高さがやや高く，犬歯簡はやや浅い。涙骨は上底

が長い台形のような形である。限禽下孔は大きく， D

型をしている。またその後縁は， 上顎骨口蓋突起に囲

まれている。眼寓の腹側前方のくぼみはやや深い。 口

蓋裂は大きく ，左右の口蓋裂を隔てる骨は薄い。

歯は，M＇のタロンがやや発達している。

比較

現生のニホンイノシシ S scrof1α leucomystαz 

l点， 化石イノシシl，有、と比較した。計測は，図4に示

したようにDERIESCH(1976）に従い，計測値は表1

に示した。

現生ニホンイノシシはM＇が萌出した，長野県産の

オスである。現生標本に対する磯子標本の相違点をあ

げると，①切歯骨が膨らんでいる，②眼禽上溝浅い，

③頬骨弓が張り出しているなどの点である。しかし，

両者の差異は非常に小さく ，磯子標本は現生ニホンイ

ノシシの個体変異の範囲内に入ると恩われる。

化石は産出地が磯子と近く，約8000年前（蟹江・ 木

越， 1986; Gak-12399a, 8250±170y. B. P., Gaι1 

2399b, 7770±120y. B. P.）と年代も近いので，横

須賀市の久里浜から報告されている標本（SHIKAMA

& HASEGAWA, 1965; S. cf. lydekkeri YCM. 

GP92）と比較した。しかし，磯子標本がオスでM'

部位番号 磯子標本♂ 久里浜標本♀ 現生（長野）♂
1 (367) (330) 351.1 
5 (90) 99.7 
6 44.6 50.6 
7 (261) 263.0 
9 184.5 167.9 199.0 
10 (183) 187.8 
11 138.1 131.0 150.2 
12 (232) 
15a (131) 115.0 140.0 
16 80.6 83.0 
17 (222) 224.5 
18 (213) 215.8 
19 84.8 77.2 76.8 
20 (145) 149.9 
21 56.8 35.4 63.0 
22 35.8 27.4 
23 (130) 142 1 
24 42.0 46.7 44.4 
25 123.0 (94) 121.2 
26 49.1 44.5 49.9 
27 122.4 92.4 118.4 
27a 113.1 83.5 112.1 
28 74.75 71.4 
29a 38.0 39.8 40.3 
30 36.7 35.4 
31 22.5 22 2 
32 32.0 15.2 38.2 
33 124.5 110.0 117.9 
36 23.7 22.8 
37 22.9 22.3 
38 75.0 84.0 
39 59.4 30.4 67.4 
41 105.4 99.6 
42 39.8 33.9 38.6 
43 140.6 153.7 
44 82.1 69.0 75.9 
45 97.6 109.5 

表1.頭蓋骨の計測値（mm)

（部位番号は図4を参照， 括弧内は推定値）

以下，久里浜標本に対する磯子標本の相違点を挙げ

ると， ①頬骨弓が大きく頑丈， ②犬歯簡が浅い，③

左右の側頭線の幅が頭頂部で狭い，④上顎骨が高い，

⑤限禽上溝が浅い，⑤後頭部のオーバーハングが緩い，

⑦口蓋底が幅広い，③口蓋口がやや後方にある，①臼

歯の幅が広いなどである。

しかし，これらの相違点は，性差や年齢差を考慮す

れば著しいものではない。

次に類似点を挙げると，①頬骨弓の側方への張り出

し方，②背側から見たときの切歯骨の膨らみ具合など

が岐耗しているのに対して，久里浜標本はメスでM' である。

が萌出していない点を考慮しなければならない。全体

の印象は，久里浜標本がなめらかで筆者なのに対して， 結論

磯子標本はごつごつしてがっしりしている。 以上の比較の結論として，磯子標本と現生標本はほ
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図 2. Sus scroj，αleucomystαx TEMMINCK 頭蓋骨 a 左側面， b：背側面， c：腹側面．
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。 5cm 

図3. Sus scrof.αleucomystαx TEMMINCK 

頬歯の岐合面

とんど差がなく， 磯子標本と久里浜標本とでは相違は

あるが，種または亜種の違いを表すものではないと考

えられる。よって，これらの化石標本はどち らも

S. scrof，αleucomystαzであると同定した。
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図4.計測部位。（DERIESCH,1976より抜粋）
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